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◇
…
今
年
は
災
害
の
多
い
年
だ
。

長
野
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る

御
嶽
山
が
噴
火
し
、
死
者
が
五

六
人
に
達
し
た
。
し
か
し
、
な

お
七
名
の
方
の
行
方
が
分
か
ら

な
い
。
警
察
と
消
防
、
陸
上
自

衛
隊
の
救
助
隊
は
必
死
の
捜
索
を
続
け
て

き
た
。
し
か
し
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
接
近
の
た
め
、
捜
索
困
難
な
状
況
が

続
き
、
噴
火
か
ら
一
九
日
目
の
今
月
一
六

日
に
、
長
野
県
知
事
は
今
季
の
捜
索
を
打

ち
切
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

◇
…
一
方
、
一
八
号
に
続
く
一
九
号
台
風

も
非
常
に
強
い
大
型
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
家
屋
の
損
壊
や
死
傷
者
も
出
て
い

る
。
自
治
体
や
消
防
、
行
政
の
努
力
で
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
被
害
は
後

を
た
た
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
特
筆
さ
れ
る

も
の
は
、
昭
和
の
三
大
台
風
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。
室
戸
台
風

は
一
九
三
四
年
九
月
二
一
日
高
知
県
室
戸

岬
付
近
に
上
陸
。
死
者
二
七
〇
二
人
、
不

明
者
三
三
四
人
を
出
し
、
上
陸
し
た
あ
と

は
関
西
を
縦
断
し
北
陸
地
方
に
抜
け
た
。

当
然
、
強
風
に
よ
る
建
造
物
被
害
や
大
雨

と
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
。
取
り

分
け
大
阪
府
は
校
舎
が
倒
れ
、
先
生
や
生

徒
が
た
く
さ
ん
亡
く
な
っ
た
。

◇
…
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
、
枕
崎
に

上
陸
し
た
枕
崎
台
風
。
宮
崎
県
で
は
最
大

瞬
間
風
速
七
五
・
五
ｍ
を
記
録
。
死
者
二

四
七
三
人
、
行
方
不
明
者
一
二
八
三
人
。

終
戦
直
後
の
襲
来
で
あ
っ
た
事
も
影
響
し

た
。
戦
争
時
の
伐
採
で
山
は
裸
同
然
で
土

砂
被
害
が
多
発
し
た
。
特
に
広
島
県
で
の

被
害
が
大
き
く
、
原
爆
の
惨
禍
に
輪
を
か

け
た
。

◇
…
そ
れ
に
伊
勢
湾
台
風
、
一
九
五
九
年

九
月
二
六
日
に
潮
岬
付
近
に
上
陸
、
勢
力

を
維
持
し
た
ま
ま
本
州
を
縦
断
、
死
者
四

六
九
七
人
、
行
方
不
明
四
〇
一
人
。
港
の

形
状
か
ら
記
録
的
な
高
潮
が
発
生
、
伊
勢

湾
沿
岸
で
の
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
。

大
規
模
な
浸
水
に
よ
っ
て
三
〇
〇
〇
人
以

上
の
死
者
が
出
る
大
参
事
と
な
っ
た
。

◇
…
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
日
本
は

災
害
に
対
す
る
強
さ
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。

消
防
団
、
陸
上
自
衛
隊
、
行
政
機
関
や
民

間
と
の
提
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
民
の
意
識
も

災
害
に
向
け
ら
れ
、
危
機
切
り
抜
け
に
集

結
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
官
民
一
体

と
な
っ
た
協
力
が
次
第
に
強
化
さ
れ
始
め

て
い
る
と
い
え
る
。（
Ｋ
）

　

伝
統
漁
法
と
は
何
か
の
説
明
か
ら
現
在
筆
者

の
手
元
に
あ
る
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が

ま
と
め
た
「
今
に
生
き
る
伝
統
技
能
・
漁
法
集
」

（
総
集
編
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
八
種
の
漁

法
か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
。
更
に

「
氷
下
曳
漁
」「
打
瀬
網
漁
」「
し
ろ
う
お
四
手

網
漁
」
の
三
漁
法
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
漁
法
の
歴
史
を
辿
る
と
共
に
漁
具
や

装
備
な
ど
も
リ
ア
ル
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
漁
法
の
読
み
物
と
し
て
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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0055

時事余聞

中な
か

澤さ
わ

さ

か

な

略
歴

▽
中
澤
さ
か
な
（
本
名
：
等
）
一
九
五

七
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大

学
卒
（
水
産
地
理
学
専
攻
）。
一
九

八
〇
年
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
入
社
、
勤
続

二
〇
年
で
同
社
を
早
期
選
択
定
年
退

職
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
萩
市
に

家
族
で
移
住
。
道
の
駅
／
萩
し
ー
ま

ー
と
の
駅
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら
萩

市
の
地
域
振
興
全
般
に
か
か
わ
る
。

二
〇
〇
七
年
総
務
省
「
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」、
二
〇
〇
八
年
内

閣
官
房
「
地
域
活
性
化
伝
道
師
」、

二
〇
一
一
年
農
林
水
産
省
「
六
次
産

業
化
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

お
よ
び
「
地
産
地
消
の
仕
事
人
」
に

認
定
さ
れ
、
全
国
各
地
の
地
域
活
性

化
（
地
域
農
水
産
資
源
の
商
材
開
発
、

道
の
駅
・
直
売
所
等
地
域
活
性
化
拠

点
施
設
の
整
備
計
画
）
に
取
り
組
む
。

二
〇
一
〇
年
よ
り
独
立
行
政
法
人
水

産
大
学
校
の
非
常
勤
講
師
（
水
産
消

費
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
）
を
務
め
る
。

「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」「
カ
ン
ブ
リ
ア

宮
殿
」「
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
」「
新

報
道
二
〇
〇
一
」
な
ど
テ
レ
ビ
出
演

も
多
数
。
休
日
は
自
艇
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ａ
―
Ⅱ
で
萩
沖
に
て
漁
師
修
行
。
座

右
の
銘
は
「
三
方
よ
し
」
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−　−1

伝
統
漁
法
と
の
出
会
い

　

二
〇
〇
七
年
、
総
務
省
か
ら
「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
、
内
閣
府
か
ら
「
地
域
活
性
化

伝
道
師
」
を
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、全
国
各
地
の
産
地
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
八
年
間
、
訪
問
し
た
地
域
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
約
一
〇
〇
か
所
、
本
業
が
魚
屋
で
す

の
で
、
そ
の
訪
問
先
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
港
・
漁
村
地
域
で
す
。
そ
の
う
ち
三
二
か
所
は
、
二
～
三
か

月
に
一
度
、
継
続
的
に
訪
問
し
て
、
地
域
に
あ
る
水
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
特
産
加
工
品
の
開
発
・

道
の
駅　

萩
し
ー
ま
ー
と

中

澤

さ

か

な

駅　

長

日
本
の
地
域
伝
統
漁
法
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シ
ロ
ウ
オ
四
手
網
漁
の
風
景
は
、
萩

市
の
早
春
の
風
物
詩

「
氷
下
曳
漁
」を
見
学
し
た
事
が
、「
伝

統
漁
法
」
に
、
明
確
な
興
味
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け

特
産
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
・
道
の
駅
や
直
売
所
の
新
増
設
な
ど
の
案
件
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
時
点
で
も
全
国
一
五
地
域
が
現
在
進
行
形
で
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
か
所
が
青
森
県
上
北
エ
リ
ア
に
あ
る
東
北
町
、知
ら
れ
ざ
る
汽
水
湖
「
小
川
原
湖
」

の
畔
に
あ
る
内
水
面
漁
業
の
町
で
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
・
し
ら
う
お
・
天
然
ウ
ナ
ギ
・
ワ
カ
サ
ギ
・
モ

ク
ズ
ガ
ニ
な
ど
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
で
す
。
初
回
訪
問
か
ら
、
か
れ
こ
れ
六
年
の
お
付
き
合

い
に
な
り
ま
す
が
、
三
年
前
の
二
月
に
訪
問
し
た
際
、
丁
度
そ
の
小
川
原
湖
が
全
面
結
氷
、
伝
統
漁

「
氷
下
曳
漁
」（
し
が
び
き
り
ょ
う
）
を
見
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
ま
し
た
。
当
日
の
気
温
は
当
然
氷

点
下
、
手
袋
二
枚
重
ね
で
も
指
先
が
凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、
氷
に
穴
を
空
け
網
を
引
く
伝
統
漁

法
が
目
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
気
候
の
中
で
、
昔
な
が
ら
の
ス
ロ
ー
な
漁
法
が
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
僕
が
「
伝
統
漁
法
」
に
、
明
確

な
興
味
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
お
よ
そ
三
〇
年
前
、
大
学
で
水
産
地
理
学
を
専
攻
し
て
い
た
僕
が
書
い
た
卒
業
論

文
は
「
紀
州
雑
賀
崎
漁
民
の
生
活
誌
」、
そ
の
主
要
漁
法
は
「
真
鯛
の
ビ
シ
マ
一
本
釣
り
」。
急
潮
の

中
で
道
糸
を
弛
ま
せ
な
い
よ
う
に
等
間
隔
に
数
十
個
の
丸
鉛
錘
（
ビ
シ
）
を
打
っ
た
仕
掛
け
で
鯛
を

釣
る
古
来
か
ら
の
漁
法
で
す
。
伝
統
漁
と
の
出
会
い
は
実
は
こ
の
時
だ
っ
た
の
で
す
が
、
長
い
間
そ

の
こ
と
を
認
識
し
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

萩
市
に
も
藩
政
時
代
か
ら
続
く
「
し
ろ
う
お
四
手
網
漁
」
が
。

　

足
元
の
萩
市
に
も
、
藩
政
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
伝
統
漁
が
あ
り
ま
し
た
。「
し
ろ
う
お

四
手
網
漁
」
で
す
。
四
隅
を
竹
で
組
ん
だ
骨
組
み
で
吊
る
す
形
状
の
三
畳
か
ら
四
畳
半
サ
イ
ズ
の
網

を
川
底
に
沈
め
、
シ
ロ
ウ
オ
の
群
れ
の
通
過
を
目
視
確
認
し
て
網
を
揚
げ
る
、
非
常
に
原
始
的
か
つ

シ
ン
プ
ル
な
漁
法
で
す
。
毎
年
二
月
中
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
操
業
さ
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
四
手
網
漁
の
風

景
は
、
萩
市
の
早
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
昨
年
八
月
、
熊
本
県
芦
北
町
で
遭
遇
し
た
伝
統
漁
が
「
打
た
せ
網
漁
」
で
す
。
静
か
な
八

代
海
に
浮
か
ぶ
四
本
マ
ス
ト
の
打
た
せ
船
、「
白
い
ド
レ
ス
の
海
の
貴
婦
人
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
に

相
応
し
い
優
雅
な
姿
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
ま
し
た
。
幸
運
に
も
漁
協
組
合
長
の
ご
厚
意
に
て
乗
船
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
、
そ
の
漁
の
一
部
始
終
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
漁
場
ま
で
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で
航
行
し
ま
す
が
、
網
代
に
着
く
と
エ
ン
ジ
ン
停
止
、
風
と
潮
流
の
具
合
を

見
て
白
帆
を
調
整
、
ま
さ
に
風
任
せ
波
任
せ
の
ス
ロ
ー
な
漁
が
始
ま
り
ま
す
。
ち
ゃ
ぽ
ち
ゃ
ぽ
と
船

舷
を
打
つ
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
慌
た
だ
し
い
日
常
を
忘
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
に

身
を
任
せ
る
よ
う
な
心
地
よ
い
体
験
で
し
た
。
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水
口
憲
哉
先
生
執
筆
に
よ
る
三
つ
の

定
義

伝
統
漁
法
と
は
何
か

　

さ
て
、
伝
統
漁
法
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
本
題
に
入
る
前
に
整
理
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
文
献
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
調
べ
ま
し
た
が
、
個
々
の
漁
法
に
つ
い
て
の
研
究
や
レ
ポ
ー
ト
は
数
多

く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
分
野
を
総
合
的
に
研
究
さ
れ
た
資
料
に
は
行
き
当
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
比
較
的
多
く
の
事
例
を
集
め
た
報
告
書
資
料
と
し
て
、
僕
の
手
元
に
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
が
ま
と
め
ら
れ
た「
今
に
生
き
る
伝
統
技
能
・
漁
法
集（
総
集
編
一
九
九
八
．〇
三
月
）」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
全
国
各
地
で
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
二
八
種
の
伝
統
漁
法
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
を
当
時
監
修
さ
れ
た
東
京
水
産
大
学
（
現
：
東
京
海
洋
大
学
）
の
水
口
憲

哉
先
生
執
筆
に
よ
る
総
論
部
分
で
、
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
下
記
の
よ

う
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
省
力
化
・
技
術
改
良
等
を
経
て
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
、
か
つ
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ
る
漁

法
（
中
断
さ
れ
た
漁
法
で
復
活
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
含
む
）
で
、
資
源
維
持
や
環
境
保
全
に

資
し
、
現
実
に
漁
業
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
も
の
。

②
漁
業
経
営
に
お
い
て
実
績
が
あ
る
も
の
。

③
漁
業
者
集
団
あ
る
い
は
地
域
に
お
い
て
共
有
さ
れ
、
普
遍
的
で
あ
る
も
の
。

図
１
　「
今
に
生
き
る
伝
統
技
能
・
漁
法
集
」（
総
集
編
1998.03

月
　
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
28
種
の
地
域
伝
統
漁
法
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非
効
率
で
は
あ
る
が
、
稚
貝
や
若
齢

貝
を
獲
る
こ
と
は
な
い
た
め
資
源
保

護
の
観
点
か
ら
有
効
な
漁
法

「
伝
統
漁
法
」
に
は
「
そ
の
地
域
独

特
の
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
結
構

大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る

　

僕
は
研
究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
的
確
な
定
義
を
示
す
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
お
よ

そ
こ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
か
と
自
分
な
り
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

●
漁
船
や
漁
具
が
動
力
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
主
に
人
力
や
風
力
・
潮
流
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
行
わ
れ
た
「
ス
ロ
ー
」
な
漁
法
。

●
対
象
魚
種
の
生
態
や
漁
場
の
観
察
を
通
じ
、
漁
民
に
よ
っ
て
合
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
、
改
良
・

継
承
さ
れ
て
き
た
漁
法
。

●
動
力
化
・
情
報
ハ
イ
テ
ク
化
・
効
率
化
の
進
ん
だ
現
在
で
は
、
主
要
漁
法
の
座
か
ら
退
き
、
全
国

各
地
で
消
え
つ
つ
あ
る「
産
業
文
化
遺
産
」も
し
く
は「
無
形
民
俗
文
化
財
」的
と
も
い
え
る
漁
法
。

ロ
ー
カ
ル
で
引
き
継
が
れ
る
「
地
域
伝
統
漁
法
」

　

こ
の
よ
う
な
定
義
で
は
、
現
在
我
が
国
で
行
わ
れ
て
い
る
一
本
釣
り
や
建
網
・
刺
網
・
壺
網
な
ど

小
規
模
沿
岸
漁
業
の
ほ
と
ん
ど
が
伝
統
漁
法
の
カ
テ
ゴ
リ
に
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

「
伝
統
漁
法
」
に
は
「
そ
の
地
域
独
特
の
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
結
構
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
「
地
域
伝
統
漁
法
」
と
し
た
ほ
う
が
適
切
な
ワ
ー
デ
ィ

ン
グ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
前
出
の
「
今
に
生
き
る
伝
統
技
能
・
漁
法
集
」
に
掲
載
さ
れ
た
二
八
種
の
漁
法
か

ら
、
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
少
し
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

●
突
き
ホ
ッ
キ
漁
（
北
海
道
北
斗
市
上
磯
地
域
）

　

現
在
の
ホ
ッ
キ
貝
漁
は
噴
流

式
貝
桁
網
が
主
流
で
す
が
、
北

海
道
の
北
斗
市
上
磯
町
地
域
で

は
昔
な
が
ら
の
ホ
コ
に
よ
る
突

き
漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
漁

に
使
用
さ
れ
る
ホ
コ
は
、
長
さ

四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
金
属

四
つ
爪
を
六
メ
ー
ト
ル
の
柄
に

装
着
し
ホ
ッ
キ
貝
を
挟
ん
で
獲
る
形
状
で
す
。
透
明
度
が
良
い
場
合
は
ガ
ラ
ス
箱
眼
鏡
等
で
目
視
し

て
挟
み
獲
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
め
く
ら
突
き
」
と
称
し
て
無
作
為
に
海
底
を
刺

し
な
が
ら
移
動
す
る
方
法
。
機
械
に
よ
る
桁
網
漁
業
と
違
っ
て
非
効
率
で
は
あ
り
ま
す
が
、
稚
貝
や

若
齢
貝
を
獲
る
こ
と
は
な
い
た
め
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
有
効
な
漁
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
石
か
ま
漁
（
鳥
取
県
鳥
取
市
湖
山
池
）

　

鳥
取
県
の
湖
山
池
に
残
る
こ
の
地
域
独
特
の
漁
法
が
「
石
か
ま
漁
」
で
す
。
起
源
は
元
禄
年
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
約
四
〇
〇
年
以
上
引
き
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
漁
法
で
す
。
湖
岸
近
く
の
水

深
二
～
三
メ
ー
ト
ル
の
固
い
地
盤
の
湖
底
に
、
五
〇
セ
ン
チ
大
の
石
を
組
み
上
げ
て
、
上
底
三
・
六

写真 1　�突きホッキ漁に使用され
る漁具「ほこ」四つ爪の
長さは約 40cm、これで
ホッキ貝を挟み獲る。（渡
島中部地区水産技術普及
指導所）
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沖
縄
県
宮
古
島
市
の
池
間
島
地
区
に

伝
わ
る
伝
統
的
な
一
本
釣
り
の
漁
法

石
か
ま
の
内
部
に
は
魚
道
が
設
け
ら

れ
、
最
奥
部
が
定
置
網
の
袋
網
の
よ

う
に
入
っ
た
魚
が
溜
ま
る
構
造
に
な

っ
て
い
る

メ
ー
ト
ル
、
下
底
七
．
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
六
・

六
メ
ー
ト
ル
の
台
形
状
の
石
か
ま
を
組
み
上

げ
ま
す
。
石
か
ま
の
内
部
に
は
魚
道
が
設
け
ら

れ
、
最
奥
部
が
定
置
網
の
袋
網
の
よ
う
に
入
っ

た
魚
が
溜
ま
る
構
造
（
こ
の
魚
捕
り
部
を
胴
函

と
呼
び
ま
す
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
な
対

象
魚
は
鮒
で
、
漁
は
厳
冬
期
一
月
～
二
月
に
行

わ
れ
ま
す
。
越
冬
の
た
め
に
石
か
ま
の
積
石
の

隙
間
に
潜
ん
で
い
る
鮒
を
最
奥
部
の
胴
函
に

順
次
追
い
込
み
、
最
後
は
掬
い
網
で
捕
獲
し
ま

す
。
一
回
あ
た
り
の
漁
獲
量
が
約
四
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
い
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
大
し
た

も
の
で
す
。
湖
山
池
の
北
岸
に
約
二
〇
基
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
完
全
な
形
を
留
め
て
い
た
の
は
掲
載
画
像
の
も
の
を
含
め
数
基
の

み
で
、
他
は
水
没
し
た
り
石
組
が
崩
れ
て
い
た
り
し
ま
し
た
。

●
メ
ジ
ナ
船
曳
網
漁
（
長
崎
県
五
島
三
井
楽
地
域
）

　

五
島
列
島
の
福
江
島
三み

い井
楽ら
く

地
区
で
二
五
名
か
ら
な
る
漁
民
団
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
古
式
漁
法

で
す
。
漁
場
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
に
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
（
海
面
か
ら
は
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
魚

見
櫓
を
建
て
、
岩
礁
帯
か
ら
砂
地
に
メ
ジ
ナ
の
群
れ
が
移
動
す
る
の
を
目
視
で
見
張
り
、
砂
地
へ
の

移
動
開
始
が
確
認
さ
れ
た
ら
港
の
漁
師
小
屋
で
待
機
し
て
い
る
乗
組
員
に
伝
達
、
た
だ
ち
に
出
漁
す

る
と
い
う
昔
の
合
戦
の
よ
う
な
漁
で
す
。
漁
場
で
も
物
見
の
合
図
に
従
い
船
を
移
動
し
網
を
捲
い
て

い
き
ま
す
。
漁
期
は
北
西
に
季
節
風
が
吹
き
始
め
る
一
〇
月
か
ら
翌
年
の
二
月
末
ま
で
。
前
浜
の
地

形
と
メ
ジ
ナ
の
習
性
を
知
り
つ
く
し
た
漁
民
団

な
ら
で
は
の
貴
重
な
漁
労
伝
統
で
す
。

●�

石
巻
落
し
漁
法
（
沖
縄
県
宮
古
島
市
池
間
島

地
域
）

　

沖
縄
県
宮
古
島
市
の
池
間
島
地
区
に
伝
わ
る

伝
統
的
な
一
本
釣
り
の
漁
法
で
す
。
明
治
四
三

年
沖
縄
本
島
の
漁
民
が
出
稼
ぎ
漁
で
来
島
、
漁

法
を
伝
え
こ
の
地
域
に
定
着
し
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
餌
を
付
け
た
釣
り
針
と
撒
き
餌

を
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
の
長
形
の
石
に
ハ
リ

ス
で
巻
き
付
け
投
入
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

漁
法
。
宮
古
諸
島
周
辺
の
水
深
七
〇
～
一
五
〇

写真 2　湖山池の石かま、手前が魚捕り部の胴函

写真 3　�ハリスを捲きつけエサの切り身を石にセットした
ところ。大きな錘がないシンプルな仕掛けなので
大型魚も仕留めやすい。（画像は坂田智子さん提供）

前
浜
の
地
形
と
メ
ジ
ナ
の
習
性
を
知

り
つ
く
し
た
漁
民
団
な
ら
で
は
の
貴

重
な
漁
労
伝
統
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愛
媛
県
の
宇
和
島
地
域
で
大
正
時
代

か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
ご
く
小
規

模
な
個
人
網
漁

佐
渡
の
小
木
地
域
で
一
〇
〇
年
以
上

続
い
て
い
る
低
コ
ス
ト
で
簡
便
な
ヤ

リ
イ
カ
の
漁
法
で
、
古
来
の
一
本
釣

り
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

メ
ー
ト
ル
の
沖
合
天
然
礁
に
生
息
す
る
オ
オ
ヒ
メ
・
ア
オ
チ
ビ
キ
・
ハ
マ
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
な
ど
の
高

級
魚
種
を
対
象
と
し
て
周
年
操
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁
船
は
一
～
三
ト
ン
程
度
の
小
型
で
操
業
経
費

も
比
較
的
軽
い
た
め
、
高
齢
の
漁
業
者
を
中
心
に
今
も
多
く
の
操
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
ヤ
リ
イ
カ
一
本
釣
り
（
新
潟
県
佐
渡
小
木
地
域
）

　

佐
渡
の
小
木
地
域
で
一
〇
〇
年
以
上
続
い
て
い
る
低
コ
ス
ト
で
簡
便
な
ヤ
リ
イ
カ
の
漁
法
で
、
冬

場
の
北
西
の
季
節
風
を
避
け
た
漁
場
で
夜
間
操
業
さ

れ
ま
す
。
他
地
域
で
の
ヤ
リ
イ
カ
は
主
に
イ
カ
ツ
ノ

を
連
結
し
た
イ
カ
釣
り
も
し
く
は
底
引
き
網
・
定
置

網
等
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
古
来
の
一
本

釣
り
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
漁
具
は
ハ
ネ
竿
と

呼
ば
れ
る
二
メ
ー
ト
ル
の
ソ
リ
ッ
ド
竿
に
釣
り
糸
を

結
び
、
先
端
に
竹
ツ
ノ
（
引
掛
け
針
）
を
結
束
、
餌

と
し
て
ヤ
リ
イ
カ
や
白
身
魚
の
短
冊
を
綿
糸
で
巻
き

つ
け
て
使
用
し
ま
す
。
通
常
、
一
夜
で
三
〇
～
五
〇

パ
イ
の
漁
獲
が
あ
り
、
し
か
も
活
魚
で
水
揚
げ
さ
れ

る
た
め
単
価
も
高
く
結
構
な
収
入
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
漁
場
が
港
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
近
場

で
あ
る
こ
と
や
漁
具
が
安
価
で
あ
る
た
め
手
取
り
額
の
多
い
漁
と
し
て
現
在
で
も
盛
ん
に
操
業
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
焚
き
寄
せ
す
く
い
網
漁
（
愛
媛
県
宇
和
島
地
域
）

　

愛
媛
県
の
宇
和
島
地
域
で
大
正
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
ご
く
小
規
模
な
個
人
網
漁
で
す
。

日
没
後
、
一
ト
ン
程
度
の
漁
船
の
乗
り
込
み
漁
場
で
水
中
集
魚
灯
を
一
時
間
程
度
点
灯
し
魚
群
を
集

め
ま
す
。
そ
の
後
水
中
灯
を
船
上
の
ラ
ン
プ
灯
に
切
り
替
え
、
ゆ
っ
く
り
櫓
を
漕
い
で
浅
瀬
に
魚
群

を
誘
導
、
船
上
か
ら
直
径
一
メ
ー
ト
ル
大
の
た
も
網
で
魚
群
を
掬
い
取
る
も
の
で
す
。
対
象
魚
種
は

シ
ラ
ス
（
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚
魚
）
で
、
機
船
船
曳
網
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
よ
り
格
段
に
品
質
が

良
く
概
ね
一
・
五
倍
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
宇
和
島
漁
協
で
は
こ
の
漁
法
で
漁
獲
さ

れ
た
シ
ラ
ス
を
「
す
く
い
ち
り
め
ん
」
と
称
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
、
現
在
で
は
地
域
を
代
表
す

る
高
級
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
統
漁
に
よ
る
漁
獲
物
に
付
加
価
値
を
付
け
る
取
り
組
み
と
し

て
お
お
い
に
参
考
と
な
る
事
例
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
我
が
国
の
各
地
方
に
、こ
の「
地
域
伝
統
漁
法
」が
数
多
く
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

類
似
の
も
の
を
分
類
整
理
し
て
も
軽
く
一
〇
〇
種
類
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
中
に
は
、
ま
さ
に
そ
の
継
承
の
バ
ト
ン
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
な
い
ま
ま
、
消
え
て
し
ま
い

そ
う
な
漁
法
も
あ
る
は
ず
で
す
。
本
稿
で
は
、
僕
が
実
際
に
漁
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
氷し

下が

曳び
き

漁
写真 4　�水揚げされたヤリイカ、傷みも少なく高鮮度

（佐渡地域振興局農林水産振興部）
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青
森
県
の
小
川
原
湖
、
面
積
六
三
・

二
㎢
、
平
均
水
深
約
一
一
ｍ
、
最
大

水
深
約
二
五
ｍ
の
汽
水
湖

（
青
森
県
東
北
町
）・
う
た
せ
網
漁
（
熊
本
県
芦
北
町
）・
四よ
つ

手で

網あ
み

漁
（
山
口
県
萩
市
）
の
事
例
に
つ
い
て
、

数
少
な
い
文
献
資
料
と
実
査
お
よ
び
現
役
漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
そ
の
過
去
か
ら
現
在

の
姿
を
誌
面
に
再
現
、
今
後
の
継
承
や
地
域
が
持
つ
特
有
資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
章　

氷
下
曳
漁
（
青
森
県
東
北
町
）

知
ら
れ
ざ
る
豊
か
な
湖
「
小
川
原
湖
」

　

青
森
県
の
小
川
原
湖
、
面
積
六
三
・
二
㎢
、
平
均
水

深
約
一
一
ｍ
、
最
大
水
深
約
二
五
ｍ
の
汽
水
湖
で
す
。

わ
が
国
の
湖
沼
で
一
一
番
目
の
面
積
を
持
ち
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
名
前
を
知
ら
れ
て
い
な
い
湖
で
す
。
約
五
〇

キ
ロ
は
な
れ
た
十
和
田
湖
は
全
国
的
に
有
名
で
、
青
森

県
の
主
要
観
光
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
小

川
原
湖
が
観
光
地
と
し
て
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、

最
初
は
と
て
も
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
下
北
半
島
の

付
け
根
に
位
置
し
、
シ
ジ
ミ
、
シ
ラ
ウ
オ
、
ワ
カ
サ
ギ
、

図 2　小川原湖の魚種別漁獲量（2013 年度 : 単位トン）
　　　　ワカサギ・シラウオ・天然ウナギの生産量は日本一

図 3　小川原湖の魚種別漁獲高（2013 年度 : 単位百万円）
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町
民
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
特
産
魚
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
料
理

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
新
た
な
加
工
製

品
群
の
開
発
を
実
施
、
そ
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
役
と
し
て
足
掛
け
六
年
の
お

付
き
合
い

天
然
ウ
ナ
ギ
な
ど
全
国
区
で
も
魚
種
別
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
マ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。
そ
の
小

川
原
湖
に
面
す
る
主
要
地
域
が
東
北
町
、
南
は
米
軍
基
地
の
あ
る
三
沢
市
、
北
は
原
燃
処
理
施
設
の

あ
る
六
ケ
所
村
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
九
月
中
旬
、
内
閣
府
か
ら
地
域
活
性
化
伝
道
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
仰
せ
つ

か
っ
た
僕
は
は
じ
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
折
し
も
シ
ジ
ミ
漁
が
解
禁
、
全
国
一
位
の
生
産
量

を
誇
る
名
物
シ
ラ
ウ
オ
も
漁
の
最
盛
期
で
し

た
。
現
地
に
着
く
や
否
や
、
桟
橋
か
ら
漁
協

の
監
視
船
に
乗
っ
て
シ
ラ
ウ
オ
船
曳
網
漁
と

シ
ジ
ミ
漁
を
見
学
し
ま
し
た
。
船
上
で
生
ま

れ
て
は
じ
め
て
、
網
か
ら
掬
い
取
っ
た
活
き

シ
ラ
ウ
オ
の
踊
り
食
い
を
体
験
し
、
こ
の
知

ら
れ
ざ
る
湖
の
実
力
を
垣
間
見
ま
し
た
。

　

た
だ
、漁
見
学
を
し
て
い
る
間
に
も
、ひ
っ

き
り
な
し
に
Ｆ
16
戦
闘
機
が
切
り
裂
く
よ
う

な
轟
音
で
頭
上
を
飛
ん
で
い
く
、
よ
そ
者
に

は
も
の
珍
し
く
て
も
こ
れ
が
日
常
と
な
る
と

厳
し
い
だ
ろ
う
な
、
観
光
地
化
さ
れ
ず
知
ら

れ
ざ
る
湖
と
な
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
が
わ

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、観
光
地
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、湖
岸
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
生
態
系
も
守
ら
れ
、
我
が
国
有
数
の
内
水
面
資
源
の
宝
庫
が
維
持

さ
れ
た
の
で
す
。

全
面
結
氷
し
た
湖
上
で
操
業
さ
れ
る
「
氷
上
し
じ
み
漁
」

　

こ
の
知
ら
れ
ざ
る
湖
の
豊
か
な
内
水
面
水
産
資
源
を
地
域
の
お
宝
と
位
置
づ
け
、
町
民
中
心
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
特
産
魚
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
新
た
な
加
工
製
品
群

の
開
発
を
実
施
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
と
し
て
足
掛
け
六
年
の
お
付
き
合
い
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
二
月
、
最
も
寒
さ
の
厳
し
い
時
期
も
見
て
お
き
た
い
と
、
厳
冬
期
の
小
川
原
湖
を
訪

問
。
近
年
の
温
暖
化
傾
向
で
小
川
原
湖
も
全
面
結
氷
が
み
ら
れ
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時

は
運
よ
く
湖
中
心
部
で
も
二
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
厚
さ
で
見
事
に
全
面
結
氷
し
ま
し
た
。
漁
協
Ｔ
氏

の
ご
案
内
で
、
噂
に
は
聞
い
て
い
た
氷
下
曳
漁
の
見
学
で
す
。
当
日
の
天
候
は
薄
曇
り
、
風
も
弱
く

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
五
℃
、
こ
の
く
ら
い
は
ま
だ
温
か
い
ほ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
漁
場
と
な
る
湖
の

中
心
部
ま
で
は
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
に
繋
い
だ
ソ
リ
で
移
動
で
す
。
漁
場
に
近
づ
く
と
結
構
大
勢
の
方
々

が
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ
て
網
を
引
い
て
い
る
様
子
が
小
さ
く
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
湖
の
あ
ち
こ
ち

に
七
〇
セ
ン
チ
程
度
の
長
方
形
の
氷
の
塊
が
散
在
、
こ
れ
は
シ
ジ
ミ
を
獲
る
た
め
に
空
け
た
穴
か
ら

取
り
出
し
た
氷
塊
で
す
。
穴
に
落
っ
こ
ち
な
い
よ
う
に
目
印
と
し
て
置
い
て
あ
り
ま
す
。

写真 5　�全面結氷した小川原湖にて、筆者と内閣府担当者：
坂本氏
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氷
下
曳
の
名
前
の
通
り
、
氷
の
下
を

網
で
引
く
漁
法

　

本
題
の
氷
下
曳
漁
に
入
る
前
に
、
結
氷
期
の
シ
ジ
ミ
漁
に
つ
い
て
少
し
。
通
常
期
は
二
〇
ｆ
ｔ
サ

イ
ズ
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
上
か
ら
人
力
で
ジ
ョ
レ
ン（
シ
ジ
ミ
採
取
用
の
金
属
製
専
用
漁
具　

写
真
９
参
照
）

を
曳
く
方
法
で
シ
ジ
ミ
は
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
氷
時
は
船
を
出
せ
な
い
た
め
氷
上
で
漁
が
行

わ
れ
ま
す
。
漁
場
に
到
着
す
る
と
ま
ず
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
氷
を
切
り
出
し
、
約
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の

穴
を
空
け
ま
す
。
そ
こ
に
長
い
柄
の
つ
い
た
ジ
ョ
レ
ン
を
差
し
入
れ
、
湖
底
の
砂
泥
を
掬
う
よ
う
な

カ
タ
チ
で
ジ
ョ
レ
ン
を
曳
き
ま
す
。
底
辺
の
長
さ
が
約
六
〇
セ
ン
チ
と
結
構
大
き
な
重
量
の
あ
る

ジ
ョ
レ
ン
な
の
で
、
人
力
の
み
で
は
と
て
も
無
理
、
カ
グ
ラ
サ
ン
と
い
う
名
前
の
手
動
ウ
イ
ン
チ
を

使
っ
て
二
人
が
か
り
で
巻
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
一
つ
の
穴
か
ら
四
方
八
方
と
放
射
状
に
ジ
ョ
レ
ン

を
差
し
入
れ
る
方
向
を
変
え
て
、
穴
の
周
囲
の
湖
底
を
一
通
り
浚さ

ら

っ
た
ら
一
ク
ー
ル
が
終
了
、
一
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
移
動
し
て
二
ク
ー
ル
目
に
移
り
ま
す
。
こ
の
漁
は
個
人
漁
で
通
常
期
と
同
様
、
ご
主

人
と
奥
様
に
よ
る
夫
婦
操
業
で
す
。
こ
の
結
氷
期
の
シ
ジ
ミ
は
、全
国
的
に
品
薄
時
期
で
も
あ
り「
寒

シ
ジ
ミ
」
と
し
て
通
常
期
よ
り
も
高
値
で
取
引
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

氷
下
曳
漁
の
ル
ー
ツ
は
諏
訪
湖

　

さ
て
、
本
題
の
氷
下
曳
漁
に
話
を
進
め
ま
す
。
氷
下
曳
の
名
前
の
通
り
、
氷
の
下
を
網
で
引
く
漁

法
で
す
。
歴
史
を
遡
る
と
長
野
県
諏
訪
湖
に
て
延
文
元
年
（
一
三
五
六
年
）
頃
の
氷
下
曳
漁
の
操
業

記
録
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
秋
田
県
八
郎
潟
で
も
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
年
）
に
導
入
が
始
ま
り
、

写真 6　�漁場までの移動手段はスノーモビ
ル、ロープでソリを連結し漁具を
運搬する。

写真 7　�氷上に空けられたシジミ漁用の穴、
一辺約 1メートル。氷の厚さは約
20センチ程度。この穴に長い柄の
ジョレンを差し入れる。

写真 8　�ジョレンに結束したロープをカグ
ラサン（巻上機）で巻き上げる。
重いので作業は 2人かかり。

写真 9　�ジョレンを揚げたところ。結氷期
は水温が低いためシジミは深く
潜っているので一回あたりの捕獲
量はこの程度。

写真 10　�水揚げされた大粒で飴色のきれい
なヤマトシジミ。寒シジミとして
高値で取引される。
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現
在
で
は
諏
訪
湖
・
八
郎
潟
か
ら
は

氷
下
曳
漁
は
姿
を
消
し
て
お
り
、
本

州
に
お
い
て
唯
一
現
存
す
る
の
が
小

川
原
湖
の
氷
下
曳
漁

こ
こ
小
川
原
湖
に
は
明
治
末
期
に
八
郎
潟
の
漁
師
が
移
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（「
明
治
期

の
小
川
原
沼
の
漁
業
」
か
ら
）
現
在
で
は
諏
訪
湖
・
八
郎
潟
か
ら
は
氷
下
曳
漁
は
姿
を
消
し
て
お
り
、

本
州
に
お
い
て
唯
一
現
存
す
る
の
が
小
川
原
湖
の
氷
下
曳
漁
で
す
。
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
の
組

合
長
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
〇
年
代
頃
ま
で
は
五
～
一
〇
組
程
度
（
一
組
約
二
〇
名
）
の

操
業
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
五
〇
年
代
に
入
る
と
暖
冬
傾
向
で
全
面
結
氷
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
、
こ
こ
一
〇
年
で
み
る
と
二
～
三
シ
ー
ズ
ン
し
か
操
業
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
漁
網

の
設

し
つ
ら
え
、
漁
場
の
選
定
、
漁
網
・
ロ
ー
プ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
一
連
の
工
程
に
知
識
経
験
が
必

要
で
、
そ
の
熟
練
の
技
を
継
承
す
る
た
め
に
も
結
氷
し
た
年
に
は
七
〇
歳
代
の
師
匠
を
筆
頭
に
若
い

漁
師
も
参
加
し
て
操
業
し
て
い
る
と
い
う
。
商
売
と
し
て
操
業
す
る
と
い
う
よ
り
、
何
と
か
こ
の
貴

重
な
伝
統
漁
を
守
り
次
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
想
い
で
漁
師
さ
ん
た
ち
が
努
力
し
て
い
る
と
の
お

話
で
し
た
。

先
人
の
知
恵
、
氷
下
曳
漁
の
漁
法

　

さ
て
、
ど
う
や
っ
て
氷
の
下
に
網
を
入
れ
て
曳
く
の
か
、
漁
協
職
員
の
Ｔ
氏
か
ら
略
図
を
見
な
が

ら
何
度
も
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ま
い
ち
理
解
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
に

行
っ
て
操
業
の
様
子
を
見
て
よ
う
や
く
納
得
、
漁
法
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

最
初
に
網
を
投
入
す
る
場
所
（
イ
レ
ア
ナ
＝
入
れ
穴
・
大
き
さ
は
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
×
幅
三
メ
ー

図 4　漁場のセッティング概略図

図 5　氷下曳網漁の操業イメージ図（東北町広報 2006.03 月号より）
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ト
ル
程
度
）
を
決
め
る
。
入
れ
穴
を
中
心
に
左
右
に
二
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
四
〇
セ
ン
チ
四
方
の
穴

を
八
か
所
ず
つ
空
け
る
。
さ
ら
に
最
後
八
個
目
の
穴
か
ら
直
角
に
切
り
返
し
て
ア
ゲ
ア
ナ
（
＝
揚
げ

穴
・
網
を
揚
げ
る
穴
・
大
き
さ
は
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
や
や
台
形
形
状
）
に
向

か
っ
て
同
じ
く
四
〇
セ
ン
チ
四
方
の
通
し
穴
を
二
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
二
五
か
所
ほ
ど
空
け
る
。
そ

の
通
し
穴
に
ロ
ー
プ
を
結
ん
だ
ツ
ナ
ト
オ
シ
（
＝
綱
通
し
・
幅
一
〇
セ
ン
チ
長
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
の

竿
状
の
杉
板
）
を
差
し
入
れ
、
穴
か
ら
穴
へ
と
順
番
に
ロ
ー
プ
を
氷
下
に
セ
ッ
ト
し
て
い
く
。
ロ
ー

プ
を
セ
ッ
ト
す
る
た
め
の
通
し
穴
は
直
線
状
に
二
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
空
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
長

さ
二
三
メ
ー
ト
ル
の
ツ
ナ
ト
オ
シ
を
氷
の
下
面
（
実
際
の
水
面
）
に
浮
か
せ
な
が
ら
押
し
込
ん
で
い

く
と
、
次
の
穴
に
ツ
ナ
ト
オ
シ
の
先
端
が
現
わ
れ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
送
り
込
ん
で
い
く
と
ま
た
次
の

穴
に
到
達
す
る
仕
掛
け
。
直
角
方
向
に
カ
ー
ブ
す
る
箇
所
で
は
ツ
ナ
ト
オ
シ
を
一
旦
引
き
揚
げ
、
方

向
転
換
し
て
差
し
入
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
片
側
数
十
か
所
に
空
け
ら
れ
た
通
し
穴
に
順
番
に
ツ

ナ
ト
オ
シ
を
送
り
込
ん
で
、最
終
の
ア
ゲ
ア
ナ
に
到
達
し
た
段
階
で
ロ
ー
プ
の
セ
ッ
ト
が
完
了
す
る
。

通
し
穴
を
使
っ
て
セ
ッ
ト
し
て
い
く
ロ
ー
プ
（
ガ
イ
ド
ロ
ー
プ
）
は
操
作
性
を
考
慮
し
て
一
二
ミ
リ

径
の
細
手
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
先
は
網
揚
げ
に
使
用
す
る
一
六
ミ
リ
の
太
径
ロ
ー
プ
で
漁
網
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

な
か
な
か
言
葉
で
は
説
明
し
辛
い
の
で
、
漁
具
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
概
略
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。

写真 11　�氷に穴を空ける道具は、ブレード
の長いエンジンチェーンソー。

写真 12　�長さ 10 メートルのアゲアナ（揚
網用の穴）

写真 13　�コシビキ（腰曳き）といって、手
で曳くのではなくロープに腰板
をセットして身体全体で曳いて
いく。

写真 14　�氷下曳漁の網揚げ。総勢 20名で
ゆっくり網を曳いていく。袋網を
揚げるまで約 30分の作業。
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漁
具
と
し
て
特
徴
が
あ
る
の
は
、
ガ

イ
ド
ロ
ー
プ
を
セ
ッ
ト
す
る
際
に
使

用
さ
れ
る
ツ
ナ
ト
オ
シ

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
氷
下
曳
漁
の
漁
具

　

次
に
使
用
さ
れ
る
漁
具
を
見
て
い
き
ま
す
。
網
は
ナ
イ
ロ
ン
製
で
高
さ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
・
全
長

は
約
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
。
ロ
ー
プ
に
近
い
順
番
で
一
〇
～
一
四
節
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
次
に
二
〇
～

二
四
節
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
続
い
て
二
九
～
三
二
節
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
後
の
袋
網
は
六
〇

～
六
五
節
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
構
成
で
す
。
網
の
上
端
に
は
浮
子
が
付
い
て
い
ま
す
。
通
常
期
に
小

川
原
湖
で
使
用
さ
れ
る
船
曳
網
と
ほ
ぼ
同
様
の
構
成
の
よ
う
で
す
が
サ
イ
ズ
は
か
な
り
小
型
で
す
。

漁
具
と
し
て
特
徴
が
あ
る
の
は
、
ガ
イ
ド
ロ
ー
プ
を
セ
ッ
ト
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
前
述
の
ツ
ナ
ト

オ
シ
で
す
。
幅
一
〇
セ
ン
チ
長
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
の
平
べ
っ
た
い
竿
形
状
で
、
三
メ
ー
ト
ル
程
度
の

杉
材
を
七
本
継
ぎ
に
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
継
ぎ
目
は
ク
ギ
止
め
で
頑
丈
に
加
工
さ
れ
、
ま
た
網

や
ロ
ー
プ
が
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
表
面
は
丸
み
を
つ
け
て
研
磨
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
作
業
中

に
ガ
イ
ド
ロ
ー
プ
を
引
っ
か
け
る
た
め
の
カ
ギ
は
、
栗
の
木
の
枝
分
か
れ
部
位
を
利
用
し
て
自
作
さ

れ
て
い
ま
す
。
作
業
し
や
す
い
よ
う
に
柄
の
部
分
に
も
カ
ー
ブ
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
見
た
目
に
も

味
の
あ
る
小
道
具
で
し
た
。
ま
た
重
い
網
を
身
体
全
体
で
曳
く
た
め
の
腰
板
（
コ
シ
ビ
キ
）
も
特
徴

の
あ
る
小
道
具
で
す
。
そ
の
他
、
氷
を
切
り
出
す
た
め
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
切
り
出
し
た
氷
を
引
き

上
げ
る
大
型
の
手
カ
ギ
、
そ
し
て
漁
網
や
小
道
具
を
運
搬
す
る
専
用
の
ソ
リ
、
そ
し
て
移
動
用
の
ス

ノ
ー
モ
ビ
ル
が
こ
の
氷
下
曳
漁
に
使
わ
れ
る
装
備
一
式
で
す
。

写真 15　�氷の下にガイドロープをセットす
るための専用漁具「ツナトオシ」、
杉板製で全長は 23メートル。

写真 16　�ガイドロープを引っかけるための
手カギ、栗の木の枝分かれ部位を
利用して自作。

写真 17　�割った氷を引き上げるツルハシの
ような道具、かつてチェーンソー
の無い時代、このツルハシで穴を
開けていた。その他手網、ガイド
ロープなど。

写真 18　�漁網・漁具運搬用のソリ、クラッ
シックなスタイルです。
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網
を
入
れ
る
イ
レ
ア
ナ
の
決
定
か

ら
、
網
揚
げ
ま
で
の
一
ク
ー
ル
が
約

三
～
四
時
間
、
漁
に
参
加
す
る
約
二

〇
名
が
力
を
合
わ
せ
て
操
業
す
る
集

団
漁

温
暖
化
影
響
で
操
業
は
こ
こ
一
〇
年
で
三
シ
ー
ズ
ン
の
み

　

網
を
入
れ
る
イ
レ
ア
ナ
の
決
定
か
ら
、
網
揚
げ
ま
で
の
一
ク
ー
ル
が
約
三
～
四
時
間
、
漁
に
参
加

す
る
約
二
〇
名
が
力
を
合
わ
せ
て
操
業
す
る
集
団
漁
で
す
。
こ
の
日
の
漁
は
厳
冬
期
に
し
て
は
比
較

的
穏
や
か
な
天
候
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
冬
用
防
寒
手
袋
二
枚
重
ね
で
着
用
し
て
い
た
指
先
が
凍
え
て
痛
み
を
感
じ
る
状
態
で
し

た
。
水
揚
げ
は
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
が
中
心
、
ワ
カ
サ
ギ
の
一
部
は
抱
卵
し
て
い
る
個
体
も
あ
り

厳
し
い
氷
の
下
で
も
す
く
す
く
と
命
が
育
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

当
日
聞
き
忘
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
日
の
水
揚
量
は
入
網
し
た
目
測
量
で
一
〇
〇
㎏
程
度
、
比
較

的
シ
ラ
ウ
オ
が
多
か
っ
た
の
で
単
価
六
〇
〇
円
／
㎏
と
し
て
も
総
額
で
六
万
円
、
参
加
者
の
均
等
配

分
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
一
人
当
た
り
の
収
入
は
単
純
計
算
で
三
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
う
計

算
す
る
と
極
寒
中
の
四
時
間
の
作
業
報
酬
と
し
て
は
全
く
割
り
に
あ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
、
そ

の
旨
単
刀
直
入
に
漁
協
Ｔ
氏
に
質
問
し
ま
し
た
。「
冬
場
に
全
面
結
氷
し
て
し
ま
う
と
通
常
の
漁
船

に
よ
る
操
業
が
で
き
な
く
な
り
、
何
日
も
遊
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
生
活
が
で
き
な

い
の
で
、
た
と
え
水
揚
が
少
な
く
て
も
風
の
弱
い
条
件
の
良
い
日
に
は
氷
上
漁
に
出
る
の
で
す
」
と

の
回
答
で
し
た
。

　

翌
年
二
〇
一
三
年
二
月
に
も
再
び
全
面
結
氷
、
小
雪
が
舞
う
も
の
の
風
が
弱
い
日
だ
っ
た
の
で
、

写真 19　�網揚げの最終段階、袋網を絞って
いきます。

写真 20　�捕獲したワカサギ・シラウオを手
網でコンテナに移していきます。

写真 21　�当日はワカサギにシラウオが混じ
る。

写真 22　ワカサギは抱卵している個体も。

表 1　氷下曳漁の操業実績（過去 10年間 : 単位 kg）
平成 23年 2月～ 3月は本格的な全面結氷で近年では最も多い操業回数となった。
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小
川
原
湖
の
内
水
面
漁
業
は
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
有

望 氷
下
曳
漁
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

漁
協
の
Ｔ
氏
に
お
願
い
し
て
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
で
漁
場
ま
で
出
向
き
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
氷
上
シ
ジ

ミ
漁
の
み
で
、
氷
下
曳
漁
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
今
年
二
〇
一
四
年
二
月
も
現
地
入

り
、
今
年
は
冷
え
込
み
が
弱
め
で
岸
近
く
が
結
氷
せ
ず
氷
上
漁
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
一
〇
年
の
状
況
を
聞
い
て
み
る
と
、
全
面
結
氷
す
る
年
は
一
〇
年
の
う
ち
二
～
三
シ
ー
ズ
ン
程

度
、
し
か
も
全
面
結
氷
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
氷
下
曳
漁
の
出
漁
回
数
も
一
シ
ー
ズ
ン

に
数
回
程
度
と
徐
々
に
先
細
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
温
暖
化
に
よ
る
抗

あ
ら
が
え
な
い
原
因
と
は

い
え
、こ
の
伝
統
漁
の
継
承
継
続
が
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
い
と
悲
し
い
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
網
走
で
は
観
光
氷
下
曳
漁
も

　

こ
の
氷
下
曳
漁
、
同
様
の
手
法
で
北
海
道
の
網
走
湖
で
も
操
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
人
か
ら
聞

き
、
早
速
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
情
報
収
集
し
ま
し
た
。
対
象
魚
種
は
ワ
カ
サ
ギ
が
メ
イ
ン
。
漁
の
方
法
は
小
川

原
湖
と
ほ
ぼ
同
様
、
網
揚
げ
に
エ
ン
ジ
ン
式
の
揚
網
機
を
使
用
し
従
事
者
を
三
名
と
省
力
化
し
て
い

る
の
が
相
違
点
で
す
。
そ
し
て
最
も
大
き
く
違
う
の
が
、
こ
の
氷
下
曳
漁
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

一
月
末
か
ら
二
月
末
の
日
曜
日
限
定
で
、
観
光
客
に
氷
下
曳
漁
の
網
揚
げ
体
験
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
提

供
す
る
も
の
。
価
格
は
大
人
二
，
五
〇
〇
円
、
子
供
一
，
五
〇
〇
円
、
定
員
二
五
名
の
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
六
年
前
、
初
め
て
小
川
原
湖
に
現
地
入
り
し
た
時
か
ら
、
小
川
原
湖
の
内
水
面
漁
業
が
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
有
望
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
外
海
と
違
っ
て
シ
ケ
影

響
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
可
能
性
は
低
く
、
し
か
も
内
水
面
な
の
で
事
故
リ
ス
ク
も
格

段
に
低
い
。
提
供
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
シ
ラ
ウ
オ
船
曳
網
漁
や
ジ
ョ
レ
ン
を
使
っ
た
シ
ジ
ミ
漁
な

ど
、
他
地
域
で
は
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な
い
も
の
ば
か
り
。
現
在
は
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
、
湖
畔

の
道
の
駅
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
い
る
小
型
の
遊
覧
船
も
あ
る
。
さ
ら
に
冬
季
全
面
結
氷
時
に
は
、
幻
の

伝
統
漁
法
と
も
い
え
る
氷
下
曳
漁
や
氷
上
シ
ジ

ミ
漁
な
ど
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
漁
業
体
験
が
で
き
る

と
な
れ
ば
、
都
市
部
在
住
の
方
々
に
と
っ
て
は

こ
の
上
も
な
い
非
日
常
な
体
験
と
し
て
注
目
さ

れ
る
は
ず
。
同
じ
青
森
県
内
で
「
地
吹
雪
体
験

ツ
ア
ー
」
な
ど
が
お
客
様
を
集
め
る
当
節
、
こ

の
競
争
優
位
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
て
す

れ
ば
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
方
で
何
と
で

も
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
漁
協
Ｔ
氏
に
度
々
進
言
し

て
い
る
も
の
の
、
未
だ
に
実
現
を
見
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
し
つ
こ
く
言
い
続
け
る
こ
と
に
し
ま

写真 23　�通常時のシラウオ船曳網の操業風景。この
漁風景を真近に観て、網揚げを体験できる
ようなプログラムができればと思う。
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通
常
の
漁
船
よ
り
ス
マ
ー
ト
で
、
し

か
も
す
ら
っ
と
伸
び
た
四
本
マ
ス
ト

と
、
船
首
と
船
尾
か
ら
突
き
出
し
た

ビ
ー
ム
が
な
ん
と
も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ 我
が
国
古
来
の
伝
統
漁
法
「
打
瀬
網

漁
」
が
現
在
も
一
定
の
規
模
で
継
承

継
続
さ
れ
て
い
る
の
が
、
熊
本
県
葦

北
郡
芦
北
町

す
。

第
二
章　

打
瀬
網
漁
（
熊
本
県
芦
北
町
）

八
代
海
に
浮
か
ぶ
「
白
い
ド
レ
ス
の
貴
婦
人
」

　

我
が
国
古
来
の
伝
統
漁
法
「
打う
た

瀬せ

網あ
み

漁
」
が
現
在
も
一
定
の
規
模
で
継
承
継
続
さ
れ
て
い
る
の
が
、

熊
本
県
葦あ

し

北き
た

郡
芦
北
町
で
す
。
熊
本
県
の
南
部
、
八
代
海
（
不し
ら
ぬ
い

知
火
海
）
に
面
す
る
人
口
二
万
人
弱

の
町
、
僕
の
初
回
訪
問
は
昨
年
二
〇
一
三
年
の
八
月
で

す
。
芦
北
町
に
隣
接
す
る
津つ

奈な

木ぎ

町
・
水
俣
市
（
水
俣
・

芦
北
エ
リ
ア
）
の
農
水
産
資
源
を
地
域
活
性
化
の
ネ
タ

に
し
よ
う
と
い
う
三
か
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
後
二
か
月
に
一
回
の

頻
度
で
現
地
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
初
回

訪
問
時
は
こ
の
エ
リ
ア
の
概
況
を
把
握
す
る
た
め
、
初

日
は
水
俣
市
、
翌
日
は
芦
北
町
と
主
要
な
農
水
産
物
の

産
地
や
加
工
場
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
芦
北
漁
協
の
Ｈ
組
合
長
の
お
取
り
計
ら
い

で
現
役
の
「
打
瀬
網
船
」
に
乗
船
、
古
式
の
打
瀬
網
漁
を
体
験
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

正
直
、
古
式
打
瀬
網
に
関
す
る
知
識
は
、
北
海
道
の
野
付
湾
で
行
わ
れ
て
い
る
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ

漁
を
書
籍
で
読
ん
だ
程
度
で
、
ま
さ
か
こ
の
地
域
で
操
業
さ
れ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、ポ
ン
ツ
ー
ン
に
係
船
さ
れ
た
打
瀬
網
船
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
美
し
さ
で
し
た
。

通
常
の
漁
船
よ
り
ス
マ
ー
ト
で
、
し
か
も
す
ら
っ

と
伸
び
た
四
本
マ
ス
ト
と
、
船
首
と
船
尾
か
ら

突
き
出
し
た
ビ
ー
ム
が
な
ん
と
も
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
。
自
身
も
素
人
船
頭
と
し
て
船
を
所
有
す
る

身
、
あ
あ
美
し
い
船
だ
な
あ
と
羨
ま
し
い
想
い
で

何
枚
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
操
業
中
の

白
帆
を
広
げ
た
姿
は
、
自
分
自
身
が
乗
船
し
て
い

る
船
で
し
た
の
で
、
眺
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
陸
に
上
が
っ
て
か
ら
漁
協
の
事
務
所

に
貼
っ
て
あ
っ
た
ポ
ス
タ
ー
で
そ
の
華
麗
な
姿

を
確
認
で
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
は
「
海
の
貴
婦
人
」、
ま
さ
に
納
得
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
、
そ
れ
に
し
て
も
美
し
く
万
人
を
魅

了
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
な
あ
と
し

写真 24　�「白いドレスの海の貴婦人」と呼ばれる打瀬網船、すば
らしいプロポーション。（芦北町観光協会）
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あ
る
一
定
の
規
模
で
現
存
す
る
の

は
、
こ
こ
芦
北
町
と
お
隣
り
鹿
児
島

県
の
出
水
市
、
そ
し
て
北
海
道
野
付

湾
と
数
少
な
い

打
瀬
船
の
起
源
は
、
お
よ
そ
四
百
年

前
、
瀬
戸
内
海
が
本
場
と
さ
れ
、
芦

北
町
へ
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
明
治
の

初
期
と
い
わ
れ
て
い
る

ば
ら
く
ポ
ス
タ
ー
に
目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

打
瀬
網
と
は

　

打
瀬
網
を
事
典
で
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
た
せ
あ
み
【
打
瀬
網
】　

手
操
網
（
て
ぐ
り
あ
み
）
か
ら
進
歩
し
た
底
引
網
の
一
種
。
網
を
引

く
に
は
人
力
の
代
り
に
風
力
や
潮
力
を
利
用
し
た
。
主
要
な
も
の
は
風
力
利
用
の
打
瀬
網
で
、
帆
力

に
よ
っ
て
船
を
横
に
走
ら
せ
な
が
ら
、
水
底
に
入
れ
た
漁
網
を
引
き
回
し
、
そ
れ
か
ら
漁
網
を
引
き

揚
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
潮
力
利
用
の
と
き
は
水
中
に
む
し
ろ
や
古
帆
の
類
を
垂
下
し
た
り
し
て
，

そ
れ
に
潮
流
を
受
け
、
そ
の
力
で
水
底
の
漁
網
を
引
い
た
。
打
瀬
網
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
だ

し
た
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
和
泉
岸
和
田
地
方
の
そ
れ
は
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
―

一
一
）
の
創
業
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
世
界
大
百
科
事
典 

第
二
版
）

　

芦
北
町
の
資
料
で
は
打
瀬
網
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

打
瀬
船
の
起
源
は
、
お
よ
そ
四
百
年
前
、
瀬
戸
内
海
が
本
場
と
さ
れ
、
当
地
へ
伝
わ
っ
て
き
た
の

は
明
治
の
初
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
打
瀬
網
の
基
地
で
あ
る
計

は
か
り
い
し石
（
芦
北
町
計
石
地
区
）
は
、
天

正
八
年
（
一
五
八
〇
）
相
良
軍
が
島
津
の
水
軍
を
迎
え
撃
っ
て
撃
退
し
ま
し
た
。
ま
た
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
年
）
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
平
戸
に
先
立
ち
こ
の
港
に
立
ち
寄
り
交
易
を
求
め
ま
し
た
。
当

時
の
計
石
に
は
細
川
藩
時
代
に
遠
見
御
番
所
が
置
か
れ
、
芦
北
の
浦
々
に
は
お
抱
え
水か

夫こ

（
海
上
輸

送
等
に
従
事
す
る
船
員
）
も
多
く
居
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
水
夫
は
藩
の
御
用
に
よ
っ
て
、
日
本
漁
業

の
先
進
地
で
あ
る
近
畿
地
方
に
度
々
出
張
し
、
他
所
で
の
漁
業
を
見
聞
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、打
瀬
網
漁
業
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
網
は
、

合
採
網
（
が
っ
さ
い
あ
み
）
と
い
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
普
及
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

一
名
「
芸げ

い

洲す

流
し
」
と
い
い
芸
洲
（
広
島
）
の
漁
師
が
芦
北
で
は
じ
め
た
の
が
起
こ
り
で
、
芦
北
で

は
打
瀬
網
の
こ
と
を
「
流
れ
船
」
と
呼
び
、
底
引
き
網
を
帆
船
で
引
く
漁
法
で
、
収
獲
は
主
に
ク
ル

マ
エ
ビ
、
イ
シ
エ
ビ
、
カ
ニ
、
シ
ャ
コ
な
ど
で
す
。（
芦
北
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

芦
北
で
の
打
瀬
網
操
業
は
江
戸
末
期

　

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
打
瀬
網
の
起
源
は
古
く
四
〇
〇
年
前
、
こ
の
芦
北
に
導
入
さ
れ
て
か

ら
も
う
す
で
に
一
五
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
古
式
漁
法
で
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
別
の
資
料
に
よ

る
と
、
漁
船
が
動
力
化
さ
れ
る
明
治
大
正
期
ま
で
は
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
東
京
湾
な
ど
で
も
盛
ん
に

操
業
さ
れ
て
い
た
記
述
が
あ
り
、
そ
の
後
の
漁
船
の
動
力
化
に
よ
り
非
効
率
な
漁
法
と
し
て
淘
汰
さ

れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
あ
る
一
定
の
規
模
で
現
存
す
る
の
は
、
こ
こ
芦
北
町
と
お
隣
り
鹿
児
島
県
の

出
水
市
、
そ
し
て
北
海
道
野
付
湾
と
数
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
非
効
率
な
漁
法
と
し
て
全
国
的
に
淘
汰
さ
れ
衰
退
し
た
打
瀬
網
漁
が
、
な
ぜ
芦
北
に

残
っ
た
の
か
？
と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
も
一
～
二
隻
が
細
々
と
継
続
操
業
し
て
い
る
の
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芦
北
町
の
打
瀬
網
漁
の
漁
法
・
漁
具

で
は
な
く
、
芦
北
の
稼
働
船
数
は
現
在
も
一
八
隻
と
一
定
の
船
団
を
組
め
る
規
模
で
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
確
か
な
事
は
言
え
ま
せ
ん
が
、早
く
か
ら
こ
の
打
瀬
網
船
を
地
域
の
観
光
資
源
と
位
置
づ
け
、

地
元
漁
協
や
漁
業
者
自
ら
が
観
光
漁
業
に
取
り
組
み
、
減
少
す
る
漁
獲
収
入
を
補
填
し
て
き
た
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
地
元
行
政
や
熊
本
県
も
、打
瀬
網
漁
を
貴
重
な
地
域
資
源
と
認
識
し
、

保
護
と
維
持
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
〇
ト
ン
級
船
舶
を
使
っ
た
比
較
的
大
規
模
な
個
人
漁

　

そ
れ
で
は
芦
北
町
の
打
瀬
網
漁
の
漁
法
・
漁
具
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
使
用
さ
れ
る
打
瀬
網
船

は
一
〇
ト
ン
級
と
比
較
的
大
き
な
も
の
で
す
。
船
型
は
ス
ク
ー
ナ
ー
（
洋
型
船
）
の
影
響
を
受
け
た

ス
マ
ー
ト
な
タ
イ
プ
。
主
機
は
三
〇
〇
～
五
〇
〇
馬
力
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
イ
ン
ボ
ー
ド
エ
ン
ジ
ン
で
、

網
代
ま
で
の
移
動
は
こ
の
主
機
で
航
行
し
ま
す
。
マ
ス
ト
（
帆
柱
）
は
四
本
で
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
六
～

七
メ
ー
ト
ル
、船
首
と
船
尾
に
は
可
動
式
で
水
平
に
張
り
出
す
六
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ー
ム
（
遣
り
出
し
）

が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

袋
網
は
網
口
幅
が
約
一
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
が
五
〇
セ
ン
チ
程
度
・
長
さ
が
約
五
メ
ー
ト
ル
、
袖
網

は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
網
の
底
部
に
は
小
石
等
の
小
沈
子
、
上
部
に
は
浮
子
を
付
け
、
約
六
メ
ー
ト

ル
の
「
前
口
竹
」
と
呼
ば
れ
る
張
り
竹
（
現
在
は
硬
質
の
樹
脂
製
）
で
広
げ
た
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
又

網
を
経
て
七
〇
～
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
曳
綱
に
繋
ぐ
。
広
げ
た
又
綱
の
両
端
に
は
自
然
石
を
研
磨
し

図 6　操業状況と漁網のイメージ図（熊本の水産業より）

写真 25　�計石の漁港に係留された打瀬網船
をバックに。

写真 26　�船舶は 10トン級と大型で船体も
スマートな形状。
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北
海
道
野
付
湾
で
行
わ
れ
て
い
る
ホ

ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
の
打
瀬
網
漁

た
約
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
錘
を
、
結
束
部
に
は
そ
れ
よ
り
大
き
目
一
〇
～
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
石
錘
を

着
装
し
て
着
底
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
漁
網
は
思
っ
た
よ
り
小
さ
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
構
成

で
、
船
首
か
ら
船
尾
に
か
け
て
同
時
に
七
統
の
網
を
曳
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
小
型
の
エ
ビ
桁
網

の
場
合
は
最
大
で
一
四
統
程
度
ま
で
）
漁
網
の
構
成
は
図
６
を
参
照
く
だ
さ
い
。
漁
期
は
通
年
で
、

盛
漁
期
は
六
月
～
八
月
中
旬
の
ヒ
ラ
メ
類
、
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
上
旬
の
エ
ビ
類
（
足
赤
エ
ビ
・

イ
シ
エ
ビ
な
ど
を
漁
獲
す
る
エ
ビ
桁
網
）
で
す
。
特
に
冬
場
の
足
赤
エ
ビ
は
芦
北
町
の
特
産
品
と
し

て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
野
付
湾
で
も
小
型
打
瀬
網
を
操
業

　

参
考
ま
で
に
、
北
海
道
野
付
湾
で
行
わ
れ
て
い
る
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
（
標
準
和
名
：
ホ
ッ
カ
イ

エ
ビ
）
の
打
瀬
網
漁
に
も
触
れ
て
お
き
ま
す
。
動
力
を
使
用
せ
ず
帆
を
張
り
風
力
に
よ
り
操
業
を
行

う
の
は
芦
北
と
同
様
で
す
が
、
漁
に
使
わ
れ
る
船
舶
は
一
～
二
ト
ン
程
度
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
外
機
船
、
芦

北
の
一
〇
ト
ン
級
に
比
較
す
る
と
か
な
り
小
ぶ
り
で
す
。
帆
柱
も
二
本
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
三
枚
帆
で

す
。
漁
獲
対
象
の
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
は
、
そ
の
一
生
を
通
じ
て
ア
マ
モ
場
（
ア
マ
モ
と
呼
ば
れ
る

海
草
類
の
群
落
）
に
依
存
す
る
た
め
、
漁
船
が
動
力
化
さ
れ
て
か
ら
も
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で
ア
マ
モ
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
打
網
漁
が
主
力
漁
法
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。
漁
の
歴
史
は
明
治

時
代
に
遡
る
と
い
う
こ
と
で
、「
北
海
道
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
任
せ
波
任
せ
の
ス
ロ
ー
な
漁

　

体
験
乗
船
し
た
当
日
（
二
〇
一
三
年
八
月
二
〇
日
）
は
、
穏
や
か
な
天
候
で
、
海
は
凪
で
南
よ
り

の
微
風
。
計
石
の
漁
港
を
出
発
、
対
岸
の
天
草
半
島
と
の
中
間
に
あ
る
漁
場
を
目
指
し
て
船
は
ゆ
っ

く
り
進
み
ま
す
。
船
体
の
割
に
主
機
の
馬
力
が
小
さ
い
の
で
速
力
は
一
〇
ノ
ッ
ト
程
度
で
す
。
周
り

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
約
三
〇
分
で
網あ

じ
ろ代
に
到
着
。
主
機
を
停
止
し
、
風
の
具
合
と
潮
の
流
れ
を

確
認
し
な
が
ら
、マ
ス
ト
に
白
帆
を
上
げ
る
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。船
首
船
尾
に
ス
ラ
イ
ド
式
の
ビ
ー

ム
を
張
り
出
し
、
こ
ち
ら
に
は
三
角
形
の
帆
を
セ
ッ
ト
、
そ
し
て
既
に
準
備
し
て
あ
っ
た
網
が
投
入

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
短
時
間
の
体
験
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、網
入
れ
は
三
統
、の
っ
た
り
ゆ
っ

た
り
、
風
任
せ
波
任
せ
の
ス
ロ
ー
な
古
式
漁
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
南
か
ら
の
微
風
は
ほ
と
ん
ど

落
ち
て
潮
の
流
れ
だ
け
で
じ
わ
じ
わ
動
く
よ
う
な
感
じ
で
、
漁
と
し
て
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
間
、
船
頭
さ
ん
は
帆
の
張
り
方
を
調
整
し
た
り
、
網
の
ロ
ー

プ
を
調
整
し
た
り
で
結
構
忙
し
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
乗
船
し
て
い
る
僕
た
ち
は
ち
ょ
っ
と

退
屈
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
間
に
タ
チ
ウ
オ
を
釣
っ
た
り
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

投
網
か
ら
約
一
時
間
、
日
暮
も
近
づ
い
て
き
た
の
で
網
揚
げ
す
る
こ
と
に
。
船
内
何
か
所
か
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
（
電
動
の
巻
揚
げ
機
）
で
網
を
回
収
し
て
い
き
ま
す
。
袋
網
の
部
分
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写真 27　�当日、漁に同行させていただいた
親盛丸の小﨑さんご夫妻

写真 28　�漁場に到着すると船内に格納して
いたビームを船首・船尾に突出し
固定する。

写真 29　�風と潮を読みながら、メインの帆
を上げていく。操業中何度も調整
されていました。

写真 30　�漁網の 1セット。黒い樹脂性の
ポールは網口を広げる張り棒、錘
は自然石を平らに加工している。

写真 33　�袖網の部分からは 2人で息を合
わせて揚げていく。

写真 35　�メインのイシエビ、体長 10セン
チ程度。殻が固いのでこの呼び
名。

写真 34　�最初の網に入った漁獲物、小イカ・
イシエビ・シタビラメ・エソ・シャ
コなど。

写真36　当日は残念ながら獲れなかった芦
北名物「アシアカエビ」

写真 31　�舷側から、絡まないように静かに
漁網を投入していく。

写真 32　�揚網はこの大型のウインドラス
（ローラー）で巻き揚げる。これ
によって網揚げの労力が削減さ
れ、2人での操業が可能となった。
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こ
の
二
〇
年
で
経
営
体
数
・
漁
獲
金

額
と
も
に
一
／
三
以
下
と
大
き
く
減

少

が
揚
が
っ
て
き
て
か
ら
は
人
力
で
丁
寧
に
船
上
に
水
揚
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
漁
況
の
良
く
な
い
日

で
し
た
の
で
、
獲
物
は
ご
く
わ
ず
か
、
イ
シ
エ
ビ
・
シ
ャ
コ
・
小
イ
カ
を
メ
イ
ン
に
ヒ
イ
ラ
ギ
・
テ

ン
ジ
ク
ダ
イ
な
ど
の
小
魚
の
混
獲
を
含
め
て
、
ひ
と
つ
の
網
で
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
で
し
た
。
船
上

で
生
き
た
ま
ま
の
イ
シ
エ
ビ
、
醤
油
を
た
ら
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
う
え
無
い
鮮
度
で
極
上
の

味
で
し
た
。

経
営
体
数
・
水
揚
金
額
と
も
大
き
く
減
少

　

さ
て
、
こ
の
打
瀬
網
漁
、
生
業
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
と
っ
て
も
気
に
な
り
ま
し

た
。
漁
協
の
組
合
長
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
を
拝
見
す
る
と
、
平
成
二
五
年
時
点
の
操
業
隻

数
は
一
八
隻
、
漁
獲
金
額
は
二
，
四
七
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
五
年
度
の
数
字
を
み
る
と
操
業
隻
数
が
四
三
隻
、
漁
獲
金
額
が
一
二
，
三
三
二
万
円
で
し
た
の

で
、
こ
の
二
〇
年
で
経
営
体
数
・
漁
獲
金
額
と
も
に
一
／
三
以
下
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
収
入
減
少
分
を
補
完
し
、
ま
た
こ
の
打
瀬
網
漁
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
、
観
光
打
瀬
網
体
験
が
早
く
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

図 8　打瀬網による漁獲高推移（提供 : 芦北漁協）
操業隻数減少・資源変動・魚価低迷により 5年間で半分程度になっている。

図 7　打瀬網漁の経営体数（提供 : 芦北漁協）
昭和 30年代には 100隻を超えていたが、現在では 18隻と激減している。
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二
〇
一
三
年
度
の
利
用
者
総
数
は
約

四
，
一
〇
〇
名
、
乗
船
料
収
入
合
計

は
約
一
，
三
〇
〇
万
円

昭
和
五
六
年
か
ら
打
瀬
網
観
光
体
験
を
開
始

　

打
瀬
網
観
光
体
験
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。営
業
は
四
月
一
日
～
一
一
月
三
〇
日
ま
で
、

体
験
料
金
は
一
隻
貸
切
（
一
二
名
定
員
）
で
四
三
，
二
〇
〇
円
（
税
込
・
以
下
同
）、
オ
プ
シ
ョ
ン

（
一
〇
，
八
〇
〇
円
と
二
一
，
六
〇
〇
円
）
で
船
頭
手
作
り
の
船
上
料
理
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
一
航
海
が
約
三
時
間
、
漁
場
ま
で
の
往
復
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
、
網
入
れ
・
網
揚
げ
を
体
験
で
き

ま
す
。
操
業
は
約
二
時
間
な
の
で
、こ
の
間
に
タ
チ
ウ
オ
や
小
物
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
の
は
今
か
ら
三
二
年
前
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
と
結

構
歴
史
は
古
く
、
当
時
産
声
を
上
げ
始
め
た
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
は
し
り
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
年
）
に
は
ト
イ
レ
・
エ
ア
コ
ン
完
備
の
レ
デ
ィ
ー
ス
船
も
建
造
さ
れ
女
性

グ
ル
ー
プ
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
予
約
は
観
光
協
会
や
漁
協
等
を
窓
口
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
の
予
約
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

首
都
圏
・
中
京
圏
・
関
西
圏
の
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
毎
年
一
定
数
の
利
用
が
あ
る
ほ
か
、

企
業
職
場
の
団
体
旅
行
や
個
人
グ
ル
ー
プ
の
利
用
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
度
の
利

用
者
総
数
は
約
四
，
一
〇
〇
名
、
乗
船
料
収
入
合
計
は
約
一
，
三
〇
〇
万
円
で
、
過
去
五
年
間
は
同

様
の
数
字
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
稼
働
船
数
も
多
く
一
万
人
（
一
九
九
四
年
頃
）
を
超

え
る
利
用
者
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

図 10　観光打瀬網の利用者数（提供 : 芦北漁協）
年間 3,500 人から 4,500 人（提供 : 芦北漁協）

図 9　観光打瀬網の売上高（提供 : 芦北漁協）
ここ 5年は平均 1,300 万円程度で推移している。
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今
年
の
六
月
、
芦
北
町
の
水
産
物
販

売
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
芦
北
漁
協

直
売
所
」
の
整
備
検
討
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト

観
光
打
瀬
網
は
か
な
り
満
足
度
の
高

い
も
の

実
績
も
あ
り
有
望
な
漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

僕
自
身
も
仕
事
柄
、
全
国
の
漁
港
漁
村
地
区
で
実

施
さ
れ
て
い
る
漁
業
体
験
を
数
多
く
見
、
実
際
に
体

験
も
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
観
光
打
瀬
網
は
か

な
り
満
足
度
の
高
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
も
、

八
代
海
内
の
平
水
域
で
の
実
施
な
の
で
安
全
性
も
高

く
、
船
酔
い
の
心
配
も
少
な
く
、
ま
た
自
然
の
チ
カ

ラ
や
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
伝
統
文
化

に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
子
供
た
ち
に
は
ぜ

ひ
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
感
じ
ま

す
。
但
し
、
人
数
が
揃
わ
な
い
と
一
人
当
た
り
の
体

験
料
が
高
額
に
な
る
こ
と
、
ま
た
体
験
に
要
す
る
時

間
が
前
後
の
準
備
を
含
め
る
と
半
日
掛
か
り
に
な
る

な
ど
、
一
般
客
向
け
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
た
め

に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軽
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
組
み
替

え
て
行
く
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
現
地
で

も
短
時
間
・
安
価
で
体
験
で
き
る
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

折
し
も
今
年
の
六
月
、
芦
北
町
の
水
産
物
販
売
の
拠
点
施
設
と
し
て
「
芦
北
漁
協
直
売
所
」
の
整

備
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
供
用
開
始
は
二
〇
一
六
年
三
月
予
定
と
ま
だ
先
で
は
あ
り

ま
す
が
、
熊
本
県
広
域
の
一
般
客
が
定
常
的
に
利
用
す
る
直
売
所
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
観
光

打
瀬
網
体
験
の
一
般
客
利
用
も
十
分
に
見
込
め
ま
す
。
僕
も
同
委
員
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
要
六
〇
～
九
〇
分
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
土
日
祝
定
期
運
行
の
可

能
性
を
検
証
し
、
テ
ス
ト
運
用
を
提
案
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
三
章　

し
ろ
う
お
四
手
網
漁　
（
山
口
県
萩
市
）

萩
の
早
春
の
風
物
詩

　

萩
の
早
春
の
風
物
詩
と
も
言
わ
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
四
手
網
漁
。
桜
前
線
が
北
上
す
る
約
一
ヶ
月
前
、

日
本
列
島
を
南
か
ら
北
へ
と
シ
ロ
ウ
オ
遡
上
の
ニ
ュ
ー
ス
が
移
っ
て
い
き
ま
す
。
萩
で
は
、
松
本
川

の
雁
島
橋
付
近
で
、
昔
な
が
ら
の
四
手
網
と
呼
ば
れ
る
四
畳
半
～
六
畳
大
の
四
角
の
網
を
使
っ
て
、

シ
ロ
ウ
オ
を
獲
り
ま
す
。
か
つ
て
は
河
口
近
隣
の
農
民
が
農
閑
期
の
生
業
と
し
て
、
藩
主
に
シ
ロ
ウ

オ
漁
の
特
別
許
可
を
も
ら
っ
て
操
業
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
船
か
ら
の
漁
で
す
が
、

当
時
は
岸
か
ら
四
手
網
を
使
っ
て
獲
っ
た
よ
う
で
す
。シ
ロ
ウ
オ
の
大
き
さ
は
四
～
五
セ
ン
チ
程
度
、 写真 37　�トイレ・エアコン完備の「レディース船」（芦北町観光協会）
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現
存
す
る
網
漁
業
の
中
で
も
最
も
原

始
的
な
漁
法

飴
色
の
半
透
明
の
魚
体
は
、
何
か
の
稚
魚
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
で
も
立
派
な
成
魚
、
こ
の

時
期
に
産
卵
の
た
め
に
川
を
遡
上
し
ま
す
。
萩
で
の
漁
期
は
二
月
下
旬
か
ら
四
月
の
上
旬
。
毎
年
漁

獲
量
の
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
年
平
均
の
漁
獲
量
は
三
〇
〇
㎏
程
度
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
杯
分
ち
ょ
っ
と
と
考
え
る
と
と
っ
て
も
少
な
く
、
希
少
な
お
魚
と
言
え
ま
す
。
な
お
萩
で

獲
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
（
素
魚
）
は
ハ
ゼ
科
、
シ
ラ
ウ
オ
（
白
魚
）
は
シ
ラ
ウ
オ
科
、
よ
く
混
同
さ
れ
ま

す
が
全
く
別
種
で
す
。

原
始
的
で
シ
ン
プ
ル
な
古
式
漁
法

　

さ
て
こ
の
四
手
網
漁
、
四
角
形
の
敷
き
網
の
四
隅
を
竹
材
な
ど
で
吊
る
し
、
水
底
に
沈
め
て
お

い
て
魚
が
通
過
し
た
と
こ
ろ
を
掬
い
揚

げ
る
と
い
っ
た
も
の
で
、
漁
具
・
漁
法

と
も
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
現
存
す
る

網
漁
業
の
中
で
も
最
も
古
風
、
と
い
う

よ
り
最
も
原
始
的
な
漁
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
静
岡
県
の
伊
場
遺
跡
（
奈

良
時
代
）
か
ら
は
「
有
樋
十
字
形
木
製

品
」
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の

形
態
の
特
徴
か
ら
明
ら
か
に
四
手
網
の

部
分
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
四
手
網
を
組
み
立
て
る
際
の
竹
竿

の
結
束
部
に
要
の
役
目
を
果
た
す
部
品

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
同
じ
静
岡
県
の

古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
四
手
網
の
一

写真 38　�シロウオ　やや飴色かかった透
明で体長 4～ 5センチ程度。ハ
ゼの仲間で腹部に吸盤がある。

図 11　佃島白魚網の図（江戸名所図絵）　
　　　　�網の形状・竹を組んだ枠など、ほぼ現存の萩シロウオ四

手網と同様。
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現
在
、
漁
業
と
し
て
こ
の
四
手
網
が

操
業
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
岡
山
県

児
島
湾
沿
岸
地
域
や
鳥
取
県
東
郷

湖
、
和
歌
山
県
の
広
川
下
流
域
、
長

野
県
の
諏
訪
湖
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
、

そ
し
て
山
口
県
萩
市
松
本
川
下
流
域

な
ど

平
安
時
代
以
降
、
古
く
か
ら
の
漁
法

と
し
て
文
書
記
録
に
登
場

部
が
出
土
、
少
な
く
と
も
四
手
網
の
起
源
は
古

墳
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以

前
の
考
古
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
漁
網
自
体

は
縄
文
期
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
な
構
造
の
四
手
網
の
よ

う
な
も
の
は
、
お
そ
ら
く
狩
猟
採
取
生
活
が
営

ま
れ
て
い
た
縄
文
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
以
降
は
古
く
か
ら
の
漁
法
と
し

て
文
書
記
録
に
登
場
し
ま
す
。
最
も
古
い
記
録

は
一
二
世
紀
・
平
安
時
代
末
期
の
「
中
尊
寺
経

巻
見
返
絵
」、鎌
倉
時
代
の「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」

に
は
一
人
で
四
手
網
を
使
っ
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、江
戸
時
代
に
な
る
と「
魚

鑑
」
や
「
江
戸
名
所
図
絵
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
浮
世
絵
の
テ
ー
マ
と
な
る
な
ど
非

常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
漁
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

全
国
に
残
る
四
手
網
漁
あ
れ
こ
れ

　

現
在
、
漁
業
と
し
て
こ
の
四
手
網
が
操
業
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
岡
山
県
児
島
湾
沿
岸
地
域
や
鳥

取
県
東
郷
湖
、
和
歌
山
県
の
広
川
下
流
域
、
長
野
県
の
諏
訪
湖
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
、
そ
し
て
山
口
県

萩
市
松
本
川
下
流
域
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
児
島
湾
沿
岸
域
で
は
一
辺
が
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大

型
の
四
手
網
を
使
用
、
主
に
ヨ
シ
エ
ビ
な
ど
の
エ
ビ
類
や
地
元
で
ベ
イ
カ
と
呼
ば
れ
る
小
型
イ
カ
な

ど
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。現
地
に
行
く
と
海
面
に
突
き
出
し
た
形
で
多
数
の
専
用
小
屋
が
設
置
さ
れ
、

独
特
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
網
を
吊
る
す
竹
材
の
交
差
位
置
に
集
魚
灯
の
役
割
を
す
る
電

球
が
取
り
付
け
ら
れ
、
漁
は
主
に
夜
間
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
東
郷
湖
も
同
様
の
小
屋
を
湖
岸
に
設
置
、
主
に
エ
ビ
・
ワ
カ
サ
ギ
・
シ
ラ
ウ
オ
な
ど
を
捕

獲
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
三
〇
基
近
い
小
屋
が
湖
岸
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
松
崎
の
湖
岸

に
二
つ
、
水
明
荘
の
裏
に
一
つ
観
光
用
に
残
さ
れ
、
東
郷
湖
の
風
物
詩
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
広
川
流
域
の
四
手
網
は
春
を
告
げ
る
魚
シ
ロ
ウ
オ
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
発
祥
は
江
戸
時

代
と
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
川
岸
か
ら
梯
子
を
渡
し
た
脚
立
状
の
足
場
を
組
み
、
そ
の
上
か
ら
四
手
網
を

操
作
す
る
も
の
で
す
。
長
野
県
諏
訪
湖
で
は
舟
渡
川
な
ど
湖
に
流
入
す
る
川
岸
に
「
大
四
ツ
手
網
」

と
呼
ば
れ
る
一
辺
六
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
四
手
網
が
か
つ
て
林
立
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち

ら
で
の
対
象
魚
は
コ
イ
・
フ
ナ
な
ど
比
較
的
大
型
の
淡
水
魚
で
す
。

写真 39　�四手網の模型、非常にシンプルな構造です。
（山口県漁業協同組合萩地方卸売市場作
成）
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本
題
「
萩
の
シ
ロ
ウ
オ
四
手
網
漁
」

を
詳
し
く
見
て
い
く

琵
琶
湖
の
四
手
網
漁
は
、
漁
船
の
船

首
部
分
に
四
手
網
形
状
の
網
が
セ
ッ

ト
さ
れ
、
ア
ユ
の
群
れ
を
見
つ
け
て

船
の
先
を
つ
っ
こ
み
網
で
す
く
い
と

る
琵
琶
湖
特
有
の
漁
法

　

こ
こ
ま
で
の
事
例
と
ち
ょ
っ
と
異
な
る
の
が
琵

琶
湖
の
四
手
網
漁
で
す
。
漁
船
の
船
首
部
分
に
四

手
網
形
状
の
網
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、
ア
ユ
の
群
れ
を

見
つ
け
て
船
の
先
を
つ
っ
こ
み
網
で
す
く
い
と
る

琵
琶
湖
特
有
の
漁
法
で
す
。
漁
船
の
中
央
部
に
は
、

小
鮎
の
群
れ
を
見
つ
け
る
た
め
の
高
さ
約
二
メ
ー

ト
ル
の
物
見
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
高
速
で

群
れ
を
追
い
か
け
る
た
め
に
高
出
力
の
エ
ン
ジ
ン

が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
琵
琶
湖
に
流
入

す
る
姉
川
な
ど
で
は
、
手
持
ち
の
小
型
四
手
網
に

よ
る
小
鮎
漁
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
丹

念
に
探
せ
ば
、
こ
の
伝
統
漁
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
地
域
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
は
江
戸
隅

田
川
の
シ
ラ
ウ
オ
も
佃
島
の
漁
民
に
よ
っ
て
こ
の
四
手
網
で
漁
獲
さ
れ
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
し
、
ま
た
海
外
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
河
川
部
で

も
盛
ん
に
操
業
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
型
漁
船
で
の
操
業
が
特
徴

　

さ
て
、
本
題
「
萩
の
シ
ロ
ウ
オ
四
手
網
漁
」
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

シ
ロ
ウ
オ
漁
を
行
う
漁
業
者
等
で
組
織
さ
れ
た
任
意
団
体
「
萩
白
魚
組
合
」（
代
表
者
：
井
町
広

満
氏
、
組
合
員
数
：
一
六
名
）
の
メ
ン
バ
ー
が
春
先
の
二
月
中
旬
か
ら
四
月
上
旬
の
短
い
期
間
操
業

し
て
い
ま
す
。
漁
場
は
萩
市
を
流
れ
る
松
本
川
の
河
口
部
で
、
国
道
一
九
一
号
線
に
架
か
る
萩
橋
か

ら
雁
島
橋
と
呼
ば
れ
る
最
下
流
に
あ
る
橋
の
付
近
、
距
離
に
し
て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ご
く
狭

い
流
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
深
も
一
～
二
メ
ー
ト
ル
と
浅
く
、砂
泥
に
礫
が
混
じ
る
川
底
で
す
。

こ
の
流
域
に
春
先
シ
ロ
ウ
オ
が
産
卵
の
た
め
遡
上
す
る
と
こ
ろ
を
捕
獲
す
る
の
で
す
。

　

網
は
一
辺
が
約
四
メ
ー
ト
ル
大
の
正
方
形
（
長
方
形
の
網
を
使
用
す
る
漁
家
も
あ
る
）
で
、
十
文

字
に
ク
ロ
ス
し
て
カ
ー
ブ
を
付
け
た
竹
で
網
の
四
隅
を
連
結
。竹
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
頂
点
の
位
置
に
、

船
か
ら
伸
ば
し
た
長
さ
約
六
メ
ー
ト
ル
木
製
の
ポ
ー
ル
を
結
束
す
る
。
漁
船
の
中
央
部
に
マ
ス
ト
の

よ
う
に
木
製
の
支
柱
を
立
て
、
支
柱
の
先
端
に
は
滑
車
を
セ
ッ
ト
す
る
。
支
柱
先
端
の
滑
車
と
網
の

頂
点
部
に
あ
る
滑
車
に
網
揚
げ
用
の
ロ
ー
プ
を
通
し
、
人
力
に
て
揚
網
を
行
い
ま
す
。
使
用
す
る
船

舶
は
一
五
～
二
〇
フ
ィ
ー
ト
程
度
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
和
船
で
、
大
き
な
網
の
操
作
が
し
易
い
よ
う
に
デ
ッ
キ

や
キ
ャ
ビ
ン
の
無
い
シ
ン
プ
ル
な
形
状
、
動
力
は
小
馬
力
の
船
外
機
で
す
。

　

四
手
網
に
入
っ
た
シ
ロ
ウ
オ
を
イ
ケ
ス
に
移
す
柄
杓
型
の
ザ
ル
も
、こ
の
漁
独
特
の
小
道
具
で
す
。

写真 40　�萩市の松本川河口部で操業されるシロウオ四手
網漁。ここから 500メートル下ると日本海。
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こ
こ
一
〇
年
の
水
揚
量
は
約
五
〇
㎏

か
ら
七
〇
〇
㎏
と
大
き
な
年
変
動
が

あ
り
、
平
均
す
る
と
概
ね
三
〇
〇
㎏

程
度

獲
れ
た
シ
ロ
ウ
オ
の
近
く
の
網
の
表
面
を
、
こ
の
柄
杓
の
底
で
ポ
ン
ポ
ン
と
い
う
感
じ
で
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
叩
く
と
、
網
の
弾
力
で
シ
ロ
ウ
オ
が
柄
杓
の
中
に
見
事
に
納
ま
り
ま
す
。
こ
の
シ
ロ
ウ
オ
四
手

網
漁
、
一
〇
年
前
に
僕
も
Ｔ
Ｖ
取
材
の
ア
テ
ン
ド
で
同
船
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
網
の
操
作

を
体
験
し
ま
し
た
が
、
網
が
結
構
重
い
の
と
、
網
が
大
き
く
風
に
煽
ら
れ
て
大
変
な
想
い
を
し
ま
し

た
。
こ
の
大
き
な
網
を
一
人
で
操
作
す
る
に
は
実
際
か
な
り
の
熟
練
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
。

資
源
減
少
で
水
揚
量
は
低
迷

　

次
に
四
手
網
漁
に
よ
る
漁
獲
量
の
推
移
を
見
て
い
き
ま
す
。
図
13
の
通
り
、
こ
こ
一
〇
年
の
水
揚

量
は
約
五
〇
㎏
か
ら
七
〇
〇
㎏
と
大
き
な
年
変
動
が
あ
り
、平
均
す
る
と
概
ね
三
〇
〇
㎏
程
度
で
す
。

記
録
を
遡
っ
て
み
る
と
昭
和
二
五
年
で
は
約
七
ト
ン
、
当
時
は
灯
火
に
よ
る
夜
間
操
業
だ
っ
た
よ
う

で
資
源
保
護
の
観
点
か
ら
昭
和
三
〇
年
以
降
は
灯
火
操
業
を
禁
止
、
昭
和
三
九
年
か
ら
平
成
四
年
ま

で
は
一
ト
ン
～
四
ト
ン
の
間
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
松
本
川
河
口
地
域
で
あ
る
浜
崎
地
区
の
お
年
寄

り
に
お
話
を
聞
く
と
、
昭
和
の
時
代
に
は
、
春
先
に
な
る
と
川
岸
近
く
を
シ
ロ
ウ
オ
の
群
れ
が
遡
上

す
る
様
子
が
普
通
に
見
ら
れ
、
岸
辺
か
ら
目
の
細
か
い
手
網
で
、
子
供
で
も
簡
単
に
掬
い
と
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
一
〇
年
以
降
は
先
述
の
と
お
り
三
〇
〇
㎏
平
均
ま
で
落
ち
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
平
成
一
四

年
は
過
去
最
低
の
五
五
㎏
と
ワ
ー
ス
ト
記
録
を
マ
ー
ク
、
平
成
一
八
年
に
は
六
七
〇
㎏
ま
で
回
復
を

図 12　萩市松本川下流域のシロウオ漁場（資料 : 昭和 54年・山口県外海水産試験場）

写真 41　�四手網を揚げるところ。大きな網
を操作するため、船舶はシンプル
な和船形状。

写真 42　�網に入ったシロウオを柄杓で掬う
ところ。網の表面を柄杓でポンポ
ンとリズミカルに叩くと、シロウ
オが柄杓に入る。



−　−−　−53 52

見
せ
て
い
ま
す
が
、
関
係
者
の
間
で
は
シ
ロ
ウ
オ
資
源
量
の
減
少
が
危
機
感
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ロ
ウ
オ
は
萩
市
の
大
切
な
観
光
資
源

　

年
間
生
産
量
が
一
ト
ン
に
も
満
た
な
い
シ
ロ
ウ
オ
、
活
魚
パ
ッ
ク
で
の
売
価
ベ
ー
ス
で
の
キ
ロ

グ
ラ
ム
単
価
を
七
，
〇
〇
〇
円
と
し
て
も
、
近
年
平
均
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
総
額
二
〇
〇
万
円

ち
ょ
っ
と
と
僅
か
な
生
産
額
な
の
に
、
こ
こ

萩
市
で
重
要
魚
種
と
し
て
騒
が
れ
る
の
に

は
訳
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭
で
も
紹
介
し
ま
し

た
通
り
、
こ
の
シ
ロ
ウ
オ
は
「
萩
の
早
春
の

風
物
詩
」
と
し
て
重
要
な
観
光
資
源
だ
か
ら

な
の
で
す
。
毎
年
二
月
中
旬
か
ら
三
月
中
旬

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
名
物
「
シ
ロ
ウ
オ
踊
り
食

い
」
が
市
内
飲
食
店
・
旅
館
ホ
テ
ル
に
て
観

光
客
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
毎
年
三
月
第
一

日
曜
日
に
は
「
萩
し
ろ
魚
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
一
五
，
〇
〇
〇
人
の
観
光
客
を
吸
引

図 13　�シロウオ漁獲量推移。平成 10年以降は 300kg 平均と激減している。（資料提供 :
萩白魚組合）

写真 43　�萩のシロウオ、通常は酸素充填したパッ
クで販売される。一袋で約 1合（180g 程
度）法被には「毛利藩御墨付白魚…の文
字が。
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萩
し
ろ
魚
ま
つ
り
の
概
況
を
ご
紹
介

資
源
減
少
の
原
因
は
複
数
の
要
因
が

交
錯
し
て
い
る

す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
時
期
は
同
時
開
催
さ
れ
る
「
萩
・
椿
ま

つ
り
」
と
の
相
乗
効
果
で
、
萩
市
の
入
込
観
光
客
数
が
大
き
く
伸
び
る
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
、
こ
こ
で

シ
ロ
ウ
オ
を
失
う
こ
と
は
、
萩
市
の
観
光
に
と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

漁
業
者
自
ら
が
資
源
回
復
に
取
り
組
む

　

上
流
部
の
阿
武
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
量
が
少
な
く
な
り
下
流
域
に
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
産
卵
場
所
で
あ
る
萩
橋
上
流
部
の
砂
州
浚
渫
に
よ
り
シ
ロ
ウ
オ
の
産
卵
場
が

縮
小
し
た
こ
と
。
萩
沖
で
の
シ
ラ
ス
二
艘
曳
漁
の
操
業
が
盛
ん
に
な
り
、
遡
上
前
に
沖
合
で
シ
ロ
ウ

オ
が
混
獲
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。
萩
橋
上
流
部
の
シ
ロ
ウ
オ
産
卵
場
所
で
行
わ
れ
る
シ

ジ
ミ
漁
に
よ
る
影
響
な
ど
、
資
源
減
少
の
原
因
は
複
数
の
要
因
が
交
錯
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

前
述
の
萩
白
魚
組
合
で
は
資
源
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
昭
和
四
八
年
か
ら
組
合
メ
ン

バ
ー
総
出
で
投
石
に
よ
る
産
卵
場
所
造
成
や
川
底
の
撹
拌
作
業
を
毎
年
一
月
中
旬
の
漁
期
前
に
定
期

実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
と
冬
、
年
に
二
回
の
河
川
清
掃
も
組
合
が
中
心
に
な
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
萩
白
魚
組
合
の
要
請
を
受
け
同
組
合
と

と
も
に
、
昭
和
四
四
年
か
ら
毎
年
、
同
河
川
に
お
い
て
シ
ロ
ウ
オ
の
産
卵
状
況
を
調
査
、
川
底
撹
拌

や
投
石
作
業
に
よ
る
産
卵
場
造
成
効
果
を
デ
ー
タ
的
に
計
測
チ
ェ
ッ
ク
し
、
対
策
に
役
立
て
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

「
萩
し
ろ
魚
ま
つ
り
」
は
春
先
の
定
番
イ
ベ
ン
ト

　

伝
統
漁
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
一
例
と
し
て
、
萩
し
ろ
魚
ま
つ
り
の
概
況
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
主
催
は
公
益
社
団
法
人
：
萩
市
観
光
協
会
、
毎
年
三
月
第
一
日
曜
日
の
定
期
開
催
で
、
初

回
か
ら
す
で
に
三
〇
年
近
く
継
続
し
て
い
る
萩
市
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会
場
は
山
口
県
漁
協
萩

地
方
卸
売
市
場
と
隣
接
の
道
の
駅
／
萩
し
ー
ま
ー
と
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
シ
ロ

ウ
オ
を
活
き
た
ま
ま
酢
醤
油
（
地
元
で
は
ス
イ
チ
）
に
つ
け
て
食
べ
る
名
物
「
踊
り
食
い
」
の
無
料

写真 44　�シロウオの産卵床となる小石、こ
の石の下に潜り込んで産卵する。

写真 45　�萩白魚組合のメンバーで産卵床と
なる小石を投石していく。
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毎
年
約
一
五
，
〇
〇
〇
人
が
県
内
外

か
ら
安
定
的
に
来
場
さ
れ
、
萩
市
の

早
春
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

サ
ー
ビ
ス
（
約
三
，
〇
〇
〇
名
）
を
メ
イ
ン
に
、
シ
ロ
ウ
オ
の
卵
と
じ
汁
や
シ
ロ
ウ
オ
う
ど
ん
な
ど

新
鮮
な
シ
ロ
ウ
オ
を
使
っ
た
料
理
の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

人
気
コ
ー
ナ
ー
は
シ
ロ
ウ
オ
の
活
魚
販
売
、
酸
素
充
填
し
た
パ
ッ
ク
に
活
き
た
シ
ロ
ウ
オ
を
泳
が

せ
た
状
態
で
提
供
、
常
温
で
二
四
時
間
以
上
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
の
で
宅
配
便
等
で
の
地
方
発
送

も
可
能
で
す
。
約
一
合
（
一
八
〇
ｇ
）
の
シ
ロ
ウ
オ
が
入
っ
て
通
常
売
価
は
一
，
三
〇
〇
円
程
度
で

す
。
ま
た
、
白
魚
組
合
の
協
力
を
得
て
、
伝
統
の
四
手
網
を
使
っ
た
シ
ロ
ウ
オ
漁
の
体
験
（
一
人
一
，

五
〇
〇
円
・
シ
ロ
ウ
オ
活
魚
パ
ッ
ク
一
袋
サ
ー
ビ
ス
）
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
約
一
五
，
〇
〇
〇
人
が
県
内
外
か
ら
安
定
的
に
来
場
さ
れ
、
萩
市
の
早
春
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
を
見
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
萩
市
内
の
飲
食
店
・
旅
館
ホ
テ
ル
で
も
シ
ロ
ウ
オ
料
理
が
提
供

さ
れ
、
シ
ロ
ウ
オ
を
味
わ
う
た
め
に
早
春
の
萩
市
を
訪
れ
る
観
光
客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

際
提
供
さ
れ
る
料
理
は
名
物
「
シ
ロ
ウ
オ
踊
り
食
い
」
が
メ
イ
ン
で
、
一
〇
尾
程
度
の
シ
ロ
ウ
オ
を

萩
焼
の
器
に
泳
が
せ
て
、酢
醤
油
の
入
っ
た
杯
と
直
径
四
セ
ン
チ
の
掬
い
網
を
添
え
て
出
て
き
ま
す
。

一
人
前
が
三
〇
〇
円
～
五
〇
〇
円
で
す
の
で
そ
れ
な
り
に
高
価
な
メ
ニ
ュ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
時
期
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
旬
の
地
産
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
萩
市
で
は
伝
統
漁
に
よ
る
シ
ロ
ウ
オ
が
大
き
な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

写真 46　�萩しろ魚まつり「シロウオ踊り食
い」の無料サービス。約 3,000
名に振る舞われる。

写真 49　�萩市内各所の飲食店・旅館で提供
される「シロウオ踊り食い」

写真 50　�地元では、シロウオのかき揚げや
卵とじ汁が定番メニュー

写真 47　�大鍋で調理する名物「しろうお雑
炊」

写真 48　�シロウオ活魚パック販売。人気商
品で毎年すぐに売り切れ。
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地
域
固
有
の
漁
業
文
化
や
珍
し
い
漁

具
・
建
造
物
な
ど
を
基
準
と
し
て
一

〇
〇
案
件
を
選
定
・
公
表

平
成
二
六
年
五
月
二
八
日
、
三
重
県

伊
勢
志
摩
地
方
の
海
女
漁
を
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
向
け

て
、
鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事
と
関
係

団
体
が
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
に

要
望
書
を
提
出

終
章　

伝
統
漁
を
無
形
民
俗
文
化
遺
産
に

伝
統
漁
「
伊
勢
志
摩
地
方
の
海
女
漁
」
が
国
指
定
の
文
化
財
に
エ
ン
ト

リ
ー

　

先
日
東
京
に
て
水
産
関
係
の
会
議
が
あ
り
、
三
重
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
の
方
と
お
話

し
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
平
成
二
六
年
五
月
二
八
日
、
三
重
県
伊

勢
志
摩
地
方
の
海
女
漁
を
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
向
け
て
、
鈴
木
英
敬
三
重
県
知
事

と
関
係
団
体
（
海
女
保
存
会
、
三
重
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）
が
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
に
要

望
書
を
提
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
楽
し
い
話
で
す
。
こ
の
海
女
漁
は
す

で
に
県
指
定
の
文
化
財
登
録
を
受
け
、
海
女
漁
の
保
存
継
承
に
関
す
る
協
議
会
（
全
国
海
女
文
化
保

存
・
振
興
会
議
）
の
設
立
な
ど
、
海
女
漁
の
意
義
や
特
色
あ
る
民
俗
技
術
が
広
く
社
会
に
伝
わ
る
こ

と
を
目
的
に
、
積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
登
録
文
化
財
関
係
の
資
料
を
当
た
っ
て
み
る
と
、
三
重
県
の
「
海
女
漁
」（
三
重

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
を
筆
頭
に
、
伊
東
市
「
富
戸
の
魚
見
小
屋
」（
静
岡
県
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
）、「
輪
島
の
海
女
に
よ
る
伝
統
的
素
潜
り
漁
技
術
」（
石
川
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）、「
日

高
地
域
の
地
曳
網
漁
用
具
お
よ
び
和
船
」（
和
歌
山
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）、「
小
瀬
鵜
飼
技
法
」

（
岐
阜
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
と
、
伝
統
漁
法
・
漁
具
関
係
の
も
の
が
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
ま
す
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
登
録
数
は
ご
く
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
第
二
章
で
紹
介
し
た

芦
北
町
の
「
打
瀬
網
漁
及
び
打
瀬
船
」
も
、平
成
一
一
年
に
芦
北
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
（
町
指
定
）

に
は
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
県
指
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
氷
下
曳
漁
や
萩
し
ろ
う

お
四
手
網
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
検
討
の
対
象
に
入
っ
た
こ
と
も
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」（
水
産
庁
）

　

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
水
産
庁
が
「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」

を
全
国
公
募
、
応
募
の
あ
っ
た
三
五
〇
件
か
ら
地
域
固
有
の
漁
業
文
化
や
珍
し
い
漁
具
・
建
造
物
な

ど
を
基
準
と
し
て
一
〇
〇
案
件
を
選
定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
芦
北
の
打
瀬
網
船
は
そ
の
ひ
と
つ
と

し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
漁
具
・
漁
船
・
建
造
物
・
史
碑
・
漁
港
施
設
・

街
並
な
ど
「
有
形
」
が
中
心
で
、「
無
形
」
と
な
る
漁
法
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
の
伝
統
的
漁
法

（
魞え

り

と
梁
）
な
ど
ご
く
少
数
で
す
。「
有
形
」
に
重
き
が
置
か
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
有
形

物
は
所
詮
、
手
段
・
道
具
で
あ
っ
て
、
本
来
の
価
値
は
「
無
形
」
の
漁
撈
文
化
・
漁
業
技
術
（
漁
業

者
の
営
み
の
あ
り
様
）
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
全
国
各
地
で
そ
の
地

域
に
引
き
継
が
れ
現
存
し
て
い
る
伝
統
漁
を
動
画
と
し
て
収
録
保
存
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
と
感
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じ
ま
す
。
漁
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
難
に
よ
る
継
承
の
断
絶
な
ど
、
貴
重
な
伝
統
漁
法
が
消
え
去
り

つ
つ
あ
る
昨
今
、
こ
の
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
急
い
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水
産
庁
「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」
リ
ス
ト

●
北
海
道

鰊
漁
場
建
築
（
小
樽
市
）

旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
（
余
市
町
）

袋
澗
（
利
尻
富
士
町
）

横
山
家
（
江
差
町
）

石
崎
漁
港
ト
ン
ネ
ル
航
路
（
上
ノ
国
町
）

函
館
漁
港
船
入
澗
防
波
堤
（
函
館
市
）

●
東
北

津
軽
海
峡
及
び
周
辺
地
域
の
ム
ダ
マ
ハ
ギ
型
漁
船
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
六
七
隻
（
青
森
県
青
森
市
）

漁
撈
用
具
と
浜
小
屋
（
青
森
県
八
戸
市
）

机
浜
漁
村
番
屋
群
（
岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
）

三
陸
津
波
伝
承
施
設

田
老
防
潮
堤
（
岩
手
県
宮
古
市
）

両
石
津
波
記
念
碑
（
岩
手
県
釜
石
市
）

根
岬
は
し
ご
虎
舞
と
黒
崎
神
社
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

み
な
と
祭
り
と
御
座
船
（
宮
城
県
塩
竈
市
）

由
利
海
岸
波
除
石
垣
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）

十
六
羅
漢
岩
（
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
）

松
川
浦
の
浦
口
（
福
島
県
相
馬
市
）

●
関
東

常
陸
大
津
の
御
船
祭
と
祭
事
船
（
茨
城
県
）

帆
び
き
船
（
茨
城
県
）

山
本
家
住
宅
（
茨
城
県
）

銚
子
漁
業
開
拓
の
歴
史
（
川
口
神
社
、
千
人
塚
、
外
川
漁
村
）（
千
葉
県
）

岩
船
地
蔵
尊
（
千
葉
県
）

南
房
総
捕
鯨
伝
承
施
設
（
千
葉
県
）

船
橋
大
神
宮
灯
明
台
（
千
葉
県
）

江
戸
東
京
漁
業
ゆ
か
り
の
地
、
佃
島
・
日
本
橋
・
築
地
（
東
京
都
）

高
森
灯
台
（
東
京
都
）

和
船
五
艘
（
神
奈
川
県
）

真
鶴
の
漁
業
伝
統
（
神
奈
川
県
）

●
中
部
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伝
統
的
サ
ケ
漁
と
捕
獲
施
設
（
コ
ド
、
居
繰
網
）（
新
潟
県
）

佐
渡
の
伝
統
風
景
（
宿
根
木
の
街
並
み
、
た
ら
い
舟
）（
新
潟
県
）

生
地
中
橋
（
富
山
県
）

漁
民
義
人
塚
（
富
山
県
）

氷
見
の
漁
業
伝
統
（
富
山
県
）

奥
能
登
の
間
垣
（
石
川
県
）

舳
倉
島
（
石
川
県
）

能
登
の
漁
業
伝
統
（
胴
船
、
鯨
伝
説
碑
）（
石
川
県
）

北
前
船
主
の
集
落
（
石
川
県
）

韓
国
船
遭
難
救
護
の
碑
（
福
井
県
）

富
戸
の
魚
見
小
屋
（
静
岡
県
）

網
屋
崎
の
網
小
屋
（
静
岡
県
）

大
瀬
神
社
（
静
岡
県
）

一
色
干
潟
（
愛
知
県
）

志
摩
漁
業
の
土
木
遺
跡
（
波
切
漁
港
石
積
み
護
岸
、
深
谷
水
道
）（
三
重
県
）

●
近
畿

琵
琶
湖
の
伝
統
的
漁
法
（
魞
、
梁
）（
滋
賀
県
）

ホ
ン
ミ
チ
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

雄
島
参
り
と
冠
島
沖
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

舟
屋
群
（
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
）

佃
漁
民
ゆ
か
り
の
地
の
碑
（
大
阪
府
）

住
吉
神
社
の
能
舞
台
（
兵
庫
県
）

岩
屋
漁
港
の
絵
島
（
兵
庫
県
）

由
良
港
と
成
ヶ
島
（
兵
庫
県
）

室
の
泊
（
室
津
漁
港
）（
兵
庫
県
）

神
権
伝
説
の
島
（
兵
庫
県
）

太
地
町
捕
鯨
歴
史
文
化
財
（
和
歌
山
県
太
地
町
）

広
村
堤
防
（
和
歌
山
県
）

矢
櫃
地
区
歴
史
文
化
財
（
和
歌
山
県
）

●
中
国

湖
山
池
の
石
が
ま
（
鳥
取
県
）

青
石
畳
（
島
根
県
）

経
島
（
島
根
県
）

都
万
漁
港
船
小
屋
（
島
根
県
）

大
多
府
漁
港
元
禄
防
波
堤
（
岡
山
県
）

む
か
し
下
津
井
回
船
問
屋
（
岡
山
県
）
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江
波
の
曳
き
船
（
広
島
県
）

沖
家
室
の
漁
村
集
落
（
山
口
県
）

祝
島
の
神
舞
と
石
積
み
集
落
（
山
口
県
）

牛
島
漁
港
藤
田
・
西
﨑
の
波
止
（
山
口
県
）

下
関
漁
港
閘
門
（
山
口
県
下
関
市
）

青
海
島
鯨
墓
（
山
口
県
）

●
四
国

堂
浦
の
テ
グ
ス
と
い
や
し
の
杜
、
阿
波
井
神
社
（
徳
島
県
）

出
羽
島
の
漁
業
史
記
念
物
（
阿
波
沚
発
見
者
功
績
の
碑
、
石
積
み
の
防
波
堤
）（
徳
島
県
）

安
戸
池
（
香
川
県
）

箕
浦
漁
港
（
香
川
県
）

佐
田
岬
漁
港
の
石
垣
（
愛
媛
県
）

水
が
浦
の
段
々
畑
（
愛
媛
県
）

外
泊
の
石
垣
（
愛
媛
県
）

室
戸
捕
鯨
関
連
文
化
遺
産
（
高
知
県
）

伊
尾
木
漁
港
石
積
堤
（
高
知
県
）

久
礼
大
正
町
市
場
（
高
知
県
）

●
九
州
・
沖
縄

み
あ
れ
祭
り
と
宗
像
大
社
中
津
宮
（
福
岡
県
）

津
屋
崎
千
軒
（
福
岡
県
）

相
島
波
止
（
福
岡
県
）

有
明
海
佐
賀
福
岡
両
県
漁
場
境
界
標
石
柱
（
福
岡
県
）

小
川
島
鯨
見
張
所
（
佐
賀
県
）

沖
ノ
島
と
お
し
ま
さ
ん
（
佐
賀
県
）

す
く
い
漁
場
（
長
崎
県
）

ア
ホ
ウ
塀
と
歴
史
的
建
造
群
（
長
崎
県
）

木
坂
の
藻
小
屋
（
長
崎
県
）

有
川
捕
鯨
関
連
文
化
遺
産
（
長
崎
県
）

カ
グ
ラ
サ
ン
（
長
崎
県
）

ド
リ
ュ
ー
女
史
記
念
碑
（
熊
本
県
）

う
た
せ
船
（
熊
本
県
）

﨑
津
天
主
堂
（
熊
本
県
）

御
船
寄
（
大
分
県
）

姫
島
七
不
思
議
（
浮
洲
、
千
人
堂
）（
大
分
県
）

保
戸
島
集
落
（
大
分
県
）

油
津
の
港
物
語
（
堀
川
運
河
、
杉
村
金
物
本
店
主
家
・
倉
庫
、
チ
ョ
ロ
船
）（
宮
崎
県
）
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桁
打
瀬
船
（
鹿
児
島
県
）

鹿
島
離
島
住
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
県
）

羽
島
漁
港
（
鹿
児
島
県
）

南
方
漁
場
の
開
拓
者
原
耕
の
像
（
鹿
児
島
県
）

山
巓
毛
と
白
銀
堂
（
沖
縄
県
）

魚
垣
（
沖
縄
県
）

地
域
を
越
え
て
結
集
「
日
本
の
伝
統
漁
業
遺
産
群
」

　

文
化
財
登
録
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
、
詳
し
い
指
定
登
録
の
基
準
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
全
く
の

不
勉
強
で
す
が
、
都
道
府
県
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
ご
く
限
ら

れ
た
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
小
規
模
な
お
祭
り
（
民
俗
祭
事
）
が
、
各
都
道
府
県
と
も
そ
れ
ぞ
れ
数

十
件
の
単
位
で
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
民
具
と
し
て
伝
統
漁
の
漁
具
が
指
定
登
録
内
容
の
一
部

を
構
成
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
伝
統
漁
（
漁
撈
文
化
）
自
体
は
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
持
ち
ま
す
が
、
三
重
県
の
海
女
漁
を
は

じ
め
と
し
て
上
記
の
数
少
な
い
指
定
事
例
を
見
る
限
り
、
全
国
各
地
域
で
現
存
す
る
伝
統
漁
の
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
の
指
定
登
録
は
、
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
文
化
財
登
録
に
よ
っ
て
、一
般
の
方
々
に
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
地
域
伝
統
漁
法
に
、

再
度
注
目
を
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
筈
で
す
し
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
観
光
資
源
化
し
て

い
る
伝
統
漁
に
は
集
客
促
進
の
大
き
な
宣
伝
材
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
漁
法
に
よ
る
漁
獲
物

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
地
域
に
と
っ
て
も
、
文
化
財
指
定
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

近
年
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録
で
も
「
幕
末
明
治
の
近
代
産
業
遺
産
群
」
と
い
っ
た
枠
組
で
、

地
域
を
越
え
て
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
の
遺
産
群
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
登
録
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
伝
統
漁
法
の
保
存
継
承
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
が
県
境
を
越
え
て
タ
イ
ア
ッ
プ
し
「
日
本

の
伝
統
漁
業
遺
産
群
」
と
い
う
カ
タ
チ
で
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
も
有
効
な
手
段
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
終
章
あ
と
が
き
を
書
き
な
が
ら
、「
日
本
伝
統
漁
法
サ
ミ
ッ
ト
」
な
る
全
国
区
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
も
面
白
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。専
門
家
に
よ
る
日
本
伝
統
漁
法
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、

全
国
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
地
域
伝
統
漁
法
の
現
況
に
つ
い
て
の
地
域
事
例
報
告
、
複
数
地
域
の
漁

業
者
に
よ
る
伝
統
漁
法
継
承
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
伝
統
漁
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
介
類
の
試

食
評
価
会
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
伝
統
漁
体
験
な
ど
な
ど
。
我
が
国
に
引
き
継
が
れ
て
き
た

貴
重
な
伝
統
漁
法
を
広
く
世
の
中
に
広
報
Ｐ
Ｒ
し
次
代
に
継
承
し
て
い
く
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に

な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
二
〇
一
四
年
八
月　

自
宅
に
て
）



◇
…
今
年
は
災
害
の
多
い
年
だ
。

長
野
県
と
岐
阜
県
に
ま
た
が
る

御
嶽
山
が
噴
火
し
、
死
者
が
五

六
人
に
達
し
た
。
し
か
し
、
な

お
七
名
の
方
の
行
方
が
分
か
ら

な
い
。
警
察
と
消
防
、
陸
上
自

衛
隊
の
救
助
隊
は
必
死
の
捜
索
を
続
け
て

き
た
。
し
か
し
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
接
近
の
た
め
、
捜
索
困
難
な
状
況
が

続
き
、
噴
火
か
ら
一
九
日
目
の
今
月
一
六

日
に
、
長
野
県
知
事
は
今
季
の
捜
索
を
打

ち
切
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

◇
…
一
方
、
一
八
号
に
続
く
一
九
号
台
風

も
非
常
に
強
い
大
型
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
も
家
屋
の
損
壊
や
死
傷
者
も
出
て
い

る
。
自
治
体
や
消
防
、
行
政
の
努
力
で
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
被
害
は
後

を
た
た
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
特
筆
さ
れ
る

も
の
は
、
昭
和
の
三
大
台
風
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。
室
戸
台
風

は
一
九
三
四
年
九
月
二
一
日
高
知
県
室
戸

岬
付
近
に
上
陸
。
死
者
二
七
〇
二
人
、
不

明
者
三
三
四
人
を
出
し
、
上
陸
し
た
あ
と

は
関
西
を
縦
断
し
北
陸
地
方
に
抜
け
た
。

当
然
、
強
風
に
よ
る
建
造
物
被
害
や
大
雨

と
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
。
取
り

分
け
大
阪
府
は
校
舎
が
倒
れ
、
先
生
や
生

徒
が
た
く
さ
ん
亡
く
な
っ
た
。

◇
…
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
、
枕
崎
に

上
陸
し
た
枕
崎
台
風
。
宮
崎
県
で
は
最
大

瞬
間
風
速
七
五
・
五
ｍ
を
記
録
。
死
者
二

四
七
三
人
、
行
方
不
明
者
一
二
八
三
人
。

終
戦
直
後
の
襲
来
で
あ
っ
た
事
も
影
響
し

た
。
戦
争
時
の
伐
採
で
山
は
裸
同
然
で
土

砂
被
害
が
多
発
し
た
。
特
に
広
島
県
で
の

被
害
が
大
き
く
、
原
爆
の
惨
禍
に
輪
を
か

け
た
。

◇
…
そ
れ
に
伊
勢
湾
台
風
、
一
九
五
九
年

九
月
二
六
日
に
潮
岬
付
近
に
上
陸
、
勢
力

を
維
持
し
た
ま
ま
本
州
を
縦
断
、
死
者
四

六
九
七
人
、
行
方
不
明
四
〇
一
人
。
港
の

形
状
か
ら
記
録
的
な
高
潮
が
発
生
、
伊
勢

湾
沿
岸
で
の
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
。

大
規
模
な
浸
水
に
よ
っ
て
三
〇
〇
〇
人
以

上
の
死
者
が
出
る
大
参
事
と
な
っ
た
。

◇
…
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
日
本
は

災
害
に
対
す
る
強
さ
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。

消
防
団
、
陸
上
自
衛
隊
、
行
政
機
関
や
民

間
と
の
提
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
民
の
意
識
も

災
害
に
向
け
ら
れ
、
危
機
切
り
抜
け
に
集

結
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
官
民
一
体

と
な
っ
た
協
力
が
次
第
に
強
化
さ
れ
始
め

て
い
る
と
い
え
る
。（
Ｋ
）

　

伝
統
漁
法
と
は
何
か
の
説
明
か
ら
現
在
筆
者

の
手
元
に
あ
る
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が

ま
と
め
た
「
今
に
生
き
る
伝
統
技
能
・
漁
法
集
」

（
総
集
編
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
八
種
の
漁

法
か
ら
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
。
更
に

「
氷
下
曳
漁
」「
打
瀬
網
漁
」「
し
ろ
う
お
四
手

網
漁
」
の
三
漁
法
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
漁
法
の
歴
史
を
辿
る
と
共
に
漁
具
や

装
備
な
ど
も
リ
ア
ル
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
漁
法
の
読
み
物
と
し
て
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

「
水
産
振
興
」　

第
五
六
二
号

平
成
二
十
六
年
一
〇
月
一
日
発
行

（
非　

売　

品
）

井

上

恒

夫

編
集
兼

発
行
人

発
行
所

〒　
　
　

東
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都
中
央
区
豊
海
町
五
番
一
号

　
　
　
　

豊
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セ
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階

一
般
財
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東
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連
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セ
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ー
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五
三
三
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）
ご意見・ご感想をホームページよりお寄せ下さい。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
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歴
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中
澤
さ
か
な
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本
名
：
等
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一
九
五

七
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大

学
卒
（
水
産
地
理
学
専
攻
）。
一
九

八
〇
年
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
入
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、
勤
続
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で
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期
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択
定
年
退

職
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〇
〇
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市
に

家
族
で
移
住
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興
全
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わ
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ボ
ラ
ン
タ
リ
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プ
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地
産
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の
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事
人
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認
定
さ
れ
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全
国
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地
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地
域
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性

化
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域
農
水
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資
源
の
商
材
開
発
、
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の
駅
・
直
売
所
等
地
域
活
性
化
拠

点
施
設
の
整
備
計
画
）
に
取
り
組
む
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二
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一
〇
年
よ
り
独
立
行
政
法
人
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産
大
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の
非
常
勤
講
師
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水
産
消

費
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
）
を
務
め
る
。
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ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」「
カ
ン
ブ
リ
ア

宮
殿
」「
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
」「
新

報
道
二
〇
〇
一
」
な
ど
テ
レ
ビ
出
演

も
多
数
。
休
日
は
自
艇
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ａ
―
Ⅱ
で
萩
沖
に
て
漁
師
修
行
。
座

右
の
銘
は
「
三
方
よ
し
」

10月号表紙+目次.indd   2 2014/10/21   17:37:55



第
562
号

平
成
二
十
六
年
一
〇
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）
五
六
二
号
（
第
四
十
八
巻
一
〇
号
）

第 号562
（第48巻　第10号）

平成 26年 10 月１日発行（毎月１回発行） ＩＳＳＮ　１３４３−６０７４

日本の地域伝統漁法

中 澤 さ か な駅長

道の駅　萩しーまーと

10月号表紙+目次.indd   1 2014/10/21   17:37:54




